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主な内容	 ページ

　６月13日、黒崎小学校１～３年生の児童ら約60人
が校庭で交通ルールに関する講話を聞いた後、保護
者・市交通安全協会スタッフが見守る中、周辺の道
路で１・２年生が歩行実技を、３年生が自転車実技
を行いました。
　児童らは教わったばかりの「右・左・右の確認」を
行いながら、高く手を挙げ元気よく横断歩道を渡る
練習を行い、教室の授業と違った校外授業で楽しく
交通ルールを学びました。

鳴
門
携
帯
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
：
災
害
情
報
や

休
日
当
番
医
な
ど
の
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 7
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今
年
の
夏
の
電
力
需
給
は
全
国
規
模
で
昨
年
以
上
に
厳
し
い
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

四
国
電
力
管
内
に
お
い
て
も
、
猛
暑
で
あ
っ
た
一
昨
年
と
比
べ
て
７
％
以
上
の
節
電
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
特
集
で
は
、
家
庭
で
簡
単
に
で
き
る
節
電
・
省
エ
ネ
行
動
な
ど

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
ご
家
庭
で
節
電
・
省
エ
ネ
対
策
を
検
討
し
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

夏
の
省
エ
ネ・節
電
に
ご
協
力
を

家庭で取り組める節電取り組み例

※削減率は資源エネルギー庁推計　在宅家庭の日中最大使用時（約1,200W）に対する削減率の目安
　出典　経済産業省　「夏季の節電メニュー（ご家庭の皆様）　平成24年５月」より

節電メニュー 削減効果
（削減率）

エ ア コ ン

  室温28℃を心がける。（設定温度を２℃上げた場合） １０％
  “すだれ”や“よしず”などで窓からの日差しを和らげる。
  （室内温度の上昇を抑え、エアコンの節電になります） １０％

  無理のない範囲でエアコンを消し、扇風機を使用する。 ５０％
  ※除湿運転やエアコンの頻繁なオンオフは電力の増加になる場合があり、注意が必要です。

冷 蔵 庫   冷蔵庫の設定を「強」から「中」に変え、扉を開ける時間をできるだけ減らし、
  食品を詰め込みすぎないようにする。 （食品の傷みにご注意ください） ２％

照 明   日中は不要な照明を消す。 5％

テ レ ビ   省エネモードに設定し、画面の輝度を下げ、必要な時以外は消す。
  （標準→省エネモードに設定し、使用時間を２／３に減らした場合） ２％

炊 飯 器   早朝にタイマー機能で１日分まとめて炊いて、冷蔵庫や冷凍庫に保存する。 ２％

待 機 電 力   リモコンの電源ではなく、本体の主電源を切る。長時間使わない機器は
  コンセントからプラグを抜く。 ２％

　

家
庭
で
の
電
力
使
用
量
を
減
ら

す
に
は
、
電
力
需
給
問
題
の
重
要
性

を
各
自
が
認
識
し
、
主
体
的･

積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

一
人
一
人
の
行
動
が
集
ま
れ
ば
確

実
に
大
き
な
動
き
と
な
り
、
電
力

使
用
量
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
生
活
の
工
夫
が

節
電
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
皆

さ
ん
も
ご
家
庭
で
節
電
・
省
エ
ネ

対
策
を
検
討
し
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

※無理な節電により体調などを崩さないよう、過度の負担にならない範囲での取り組みをお願いします。

■問い合わせ先
　市環境政策課　☎６８３・７５７１
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■「
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
」を

　
　
　
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
「
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
」と
は
、
夏
の
暑

い
日
、
家
の
電
気
の
半
分
以
上
を
エ

ア
コ
ン
で
消
費
し
て
い
る
こ
と
か
ら

一
人
一
台
の
エ
ア
コ
ン
を
や
め
、
涼

し
い
場
所
を
み
ん
な
で
シ
ェ
ア
す
る

こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
図
書
館
や
競
艇
場
な
ど
の

公
共
施
設
の
ほ
か
、
暑
さ
を
忘
れ
て

過
ご
せ
る
場
所
に
集
ま
っ
た
り
、
自

然
が
多
く
て
涼
し
い
場
所
に
行
っ
た

り
、
み
ん
な
で
催
し
や
活
動
に
参
加

す
る
の
も「
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
」で
す
。

　
家
族
で
一
つ
の
部
屋
で
過
ご
し
た

り
、
み
ん
な
で
集
ま
っ
た
り
す
る
こ

と
で
、節
電
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、

家
族
や
地
域
の
絆
を
深
め
る
き
っ
か

け
に
な
り
ま
す
。

◆市内の無料施設
　◦市老人福祉センター ※60歳以上
　◦市勤労青少年ホーム

◆市内のイベント
　◦納涼花火大会 
　◦阿波おどり（ＪＲ鳴門駅西側）
　◦選抜阿波おどり大会
　◦わくわく夏パーク 

■
う
ち
エ
コ
診
断
事
業

　
環
境
省
が
実
施
す
る
こ
の
事
業
の

内
容
は
、
省
Ｃ
Ｏ
２
・
省
エ
ネ
に
関

す
る
知
識
や
省
エ
ネ
家
電
、
地
球
温

暖
化
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
を
持
っ

た「
う
ち
エ
コ
診
断
員
」が
、
各
家
庭

の
実
情
に
合
わ
せ
て
実
行
性
の
高
い

省
Ｃ
Ｏ
２・省
エ
ネ
提
案
を
行
う「
う

ち
エ
コ
診
断
」を
実
施
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。

　
地
域
の
団
体
や
個
人
の
方
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
、
環
境
政
策
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
市
役
所
の
節
電
への
取
り
組
み

　

市
役
所
で
は「
市
民
に
対
す
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
」「
市
内
経
済

の
活
力
の
維
持
」「
市
民
生
活
の
安

全
、
安
心
の
確
保
」に
影
響
が
出
な

い
よ
う
十
分
配
慮
し
な
が
ら
、
６
月

か
ら
９
月
ま
で
の
３
ヶ
月
間
を
節

電
特
別
強
化
月
間
と
し
て
、
本
庁

舎
な
ど
の
施
設
に
お
い
て
次
の
よ

う
な
節
電
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
内
容
に
よ
って
は
市
民
の
皆

さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

取
り
組
み
内
容

・
庁
舎
内
の
照
明
の
消
灯
・
間
引
き

・
エ
ア
コ
ン
設
定
温
度
28
度
の
徹
底

・
エ
ア
コ
ン
運
転
時
間
を
午
前
９
時

～
午
後
４
時
に
短
縮

・
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
実
施　
な
ど

エコ
診断員
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出
入
口
か
ら
再
入
場
可
。
雨
天･

荒

天（
強
風
）時
は
順
延
に
な
り
ま
す
が

払
い
戻
し
は
行
い
ま
せ
ん
。（
チ
ケ
ッ

ト
は
順
延
日
ま
で
有
効
）い
か
な
る

場
合（
紛
失
、
焼
失
、
破
損
な
ど
）に

お
い
て
も
チ
ケ
ッ
ト
は
再
発
行
せ

ず
、無
い
場
合
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
を
募
集

　
お
子
さ
ん
の
誕
生
日
、
米
寿
の
お

祝
い
、
大
切
な
人
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
、
企
業
Ｐ
Ｒ
、
設
立
記
念
な
ど
、

花
火
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
み
ま

せ
ん
か
？
会
場
の
音
響
設
備
で
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
た
後
に
花
火
を

打
ち
上
げ
ま
す
。

【
募
集
件
数
】個
人
10
件
、
企
業
５
件

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

【
募
集
期
間
】７
月
１
日（
日
）～
15
日

（
日
）

【
費
用
】個
人
：
１
万
、２
万
、３
万
円

 

企
業・団
体
：
５
万
、10
万
円

【
打
上
時
間
】午
後
７
時
45
分
頃
か
ら

【
申
し
込
み
】申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
市
観
光
協
会
へ
持
参
ま
た

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

有
料
観
覧
席
を
設
置

■
席
種
と
価
格　
１
人
千
円　
全
席

自
由　
※
幼
稚
園
以
下
、
身
体
障
害

者
手
帳･

療
育
手
帳
持
参
の
方
は
半

額　
※
介
護
者
１
人
ま
で
半
額

■
募
集
席
数　
８
０
０
席

※
売
切
れ
次
第
終
了

■
販
売
期
間　
７
月
１
日（
日
）か
ら

■
購
入
方
法　
①
鳴
門
市
観
光
協
会

で『
花
火
有
料
観
覧
席
』チ
ケ
ッ
ト
を

購
入
。（
販
売
期
間
内
無
休　
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
）　

②
電
話
予

約
ま
た
は
FAX
予
約（
FAX
予
約
は
申
込

書
で
市
観
光
協
会
へ
送
信
し
て
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
７
月
１
日
か
ら
市

観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。
な
お
、
振

込
先
に
つ
い
て
は
事
務
局
か
ら
連
絡

し
ま
す
。

■
注
意
事
項　
ペ
ッ
ト
の
同
伴
は
禁

止
。 

エ
リ
ア
内
禁
煙
。 

ゴ
ミ
は
各

自
で
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。
専
用

　
今
年
も
鳴
門
駅

西
側
特
設
演
舞
場

で
３
日
間
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

最
終
日
の
11
日

（
土
）に
は
、
Ｎ
Ａ

Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ 

−

ナ

ル
ト

− 

疾
風
伝

の
人
気
声
優
う
ず
ま
き
ナ
ル
ト
役
・

竹
内
順
子
さ
ん
他
が
来
鳴
し
ま
す
。

【
と　
き
】　
８
月
９
日（
木
）･

10
日

（
金
）･

11
日（
土
）午
後
７
時
～
10
時

【
と
こ
ろ
】　
鳴
門
駅
西
側
特
設
演
舞

場（
雨
天
時
は
、
市
文
化
会
館
）

【
駐
車
場
】　
鳴
門
競
艇
臨
時
駐
車
場

か
ら
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
入
場
整
理
券（
桟
敷
券
）】　
小
学
生

以
上　
当
日
：
８
０
０
円（ 

前
売
：

６
０
０
円
）　
※
身
体
障
害
者
手
帳･

療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
半
額

※
介
護
者
１
人
ま
で
半
額

【
入
場
整
理
券（
桟
敷
券
）販
売
所
】　

全
国
の
セ
ブ
ン
｜

イ
レ
ブ
ン
、
サ
ー

ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
お
よ
び
チ
ケ
ッ
ト

ぴ
あ
店
舗（
購
入
の
際
に
、
会
場
別

の
Ｐ
コ
ー
ド
が
必
要
、
Ｐ
コ
ー
ド
ナ

ン
バ
ー
：
６
２
１
―
４
１
４
）･

市
観

光
協
会踊

り
連
の
受
付

　
８
月
９
日（
木
）～
11
日（
土
）開
催

の
鳴
門
市
阿
波
お
ど
り
に
出
演
を
希

望
す
る
連
を
募
集
し
ま
す
。

【
申
込
受
付
期
間
】　
７
月
２
日（
月
）

～
13
日（
金
）※
当
日
必
着

【
申
込
方
法
】　
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に

必
要
事
項
を
明
記
の
上
、
郵
送
ま
た

は
鳴
門
阿
波
お
ど
り
実
行
委
員
会
ま

で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
は
同
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w

w
.narutocci.

or.jp

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。

【
申
込
先
】　
〒
７
７
２
―
０
０
０
３ 

鳴

門
市
撫
養
町
南
浜
字
東
浜
１
６
５
―

１
０ 

鳴
門
阿
波
お
ど
り
実
行
委
員
会

「
２
０
１
２　

鳴
門
市
阿
波
お
ど
り
」

参
加
連
募
集
係
☎
６
８
５・３
７
４
８ 

　
今
年
も
県
内
最
大
級
約
５
千
発
の

花
火
が
打
ち
上
が
る「
ボ
ー
ト
レ
ー
ス

鳴
門
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｓ
鳴
門
市
納

涼
花
火
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
場
に
は
有
料
観
覧
席
を
設
置
し
、

限
定
50
食
の
花
火
弁
当（
２
千
円
）や
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
の
打
ち
上
げ
な
ど
多

彩
な
企
画
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

【
と　
き
】　
８
月
７
日（
火
）午
後
８

時
～
９
時（
雨
天
中
止
の
場
合
、
８

月
12
日
～
13
日
ま
で
随
時
順
延
）

【
と
こ
ろ
】　
市
文
化
会
館
・
撫
養
川

親
水
公
園
周
辺

【
駐
車
場
】　

会
場
周
辺
は
混
雑
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
鳴
門
競
艇
臨
時

駐
車
場（
５
０
０
円
／
１
台
）か
ら
の

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

鳴
門
市
納
涼
花
火
大
会

８
月
７
日

鳴門市阿波おどり
８月９日～11日
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今
回
で
31
回
を
迎
え
る
同
大
会

は
、
鳴
門
市
阿
波
踊
振
興
協
会
所
属

７
連
の
ほ
か
、
鳴
西
連
、
鳴
門
高
校

阿
波
踊
り
部
が
舞
台
上
で
の
踊
り
を

披
露
し
ま
す
。
桟
敷
で
の
踊
り
と
は

違
っ
た
工
夫
を
凝
ら
し
た
演
出
の
踊

り
を
鑑
賞
で
き
ま
す
。

【
と　
き
】　
８
月
８
日（
水
）午
後
６

時
30
分
～
８
時
30
分

【
と
こ
ろ
】　
市
文
化
会
館

【
入
場
整
理
券
】　
小
学
生
以
上　
当

日
：
８
０
０
円（
前
売
：
７
０
０
円
）

※
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
を

お
持
ち
の
方
は
半
額　
※
介
護
者
１

人
ま
で
半
額

【
入
場
整
理
券
販
売
所
】　
市
観
光
協

会
・
小
山
助
学
館
鳴
門
店
・
チ
ケ
ッ

ト
ぱ
る
・
市
文
化
会
館
・
鳴
門
地
域

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

問　
市
役
所
観
光
振
興
課　

☎
６
８
４･

１
１
５
７

【
と
　
き
】　
７
月
21
日（
土
）　
午
後

７
時
～
９
時（
雨
天
中
止
、順
延
な
し
）

※
午
後
６
時
30
分
～
９
時
30
分
は
、

歩
行
者
天
国
に
な
り
ま
す
。

【
と
こ
ろ
】　
大
道
銀
天
街　

【
内
　
容
】　
「
魔
法
の
天
使 

ク
リ
ィ

ミ
ー
マ
ミ
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
予
定
）」・

浴
衣
Ｄ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー（
浴
衣

で
の
来
客
者
に
景
品
が
当
た
り
ま

す
）・
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、

防
災
ふ
れ
あ
い
広
場
、
抽
選
会
な
ど

　
ま
た
、
街
の
に
ぎ
わ
い
、
地
産
地

消
や
食
育
の
高
ま
り
を
推
進
し
消
費

拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
鳴

門
市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
に
よ
る

「
野
菜
す
く
い
」も
開
催
さ
れ
ま
す
。

プ
ー
ル
に
浮
か
べ
た
野
菜
を
上
手
に

す
く
え
る
か
な
？

※
参
加
無
料　

【
参
加
者
募
集
】　
大
道
銀
天
街

各
店
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
券

と
抽
選
券
を
納
涼
市
の
前
日
ま

で
配
布
し
ま
す
。
参
加
希
望
者

は
事
前
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

問　
◆
納
涼
市　
鳴
門
商
工
会

議
所  

☎
６
８
５
・
３
７
４
８　

◆
野
菜
す
く
い　

鳴
門
市
地

域
雇
用
創
造
協
議
会　
☎
６
８

４
・
１
６
８
５

なると夏のイベント特集!

鳴
門
市
選
抜

　
阿
波
お
ど
り
大
会

８
月
８
日

７月１日～９月30日
「ぴえろショップ」 in 鳴門
【と　き】 ７月１日（日）～９月30日（日）
【ところ】 鳴門地域地場産業振興
　　　　 センター　１階売店

【内　容】 「studioぴえろ」のショッ
プが期間限定でオープンします。同
社が製作しているアニメグッズ販売
のほか、歴代製作番組の告知ポス
ターを展示します。またスペシャル
企画として、平成24年阿波おどりポ
スターを先着順で一般配布します。
※無くなり次第終了
問 鳴門地域地場産業振興センター
　☎６８５・２９９２　開館時間／午前
９時～午後５時　休館日／毎週火曜日

大
道
銀
天
街
納
涼
市

７
月
21
日

お問い
合わせ

◆チケット販売、有料観覧席、メッセージ花火、花火弁当の申し込みはこちらへ
　　鳴門市観光協会　☎６８４・１７３１　FAX６８４・１７３２　E-mail：info@naruto-kankou.jp
◆阿波おどり、花火に関するお問い合わせはこちらへ
　　鳴門商工会議所　☎６８５・３７４８／市役所観光振興課　☎６８４・１１５７

昭和を語る一枚の写真
岡崎海水浴場  昭和42年（1967）

　白砂青松の岡崎海岸は、明治時代から地域住民の海水浴場として親し
まれ、昭和時代には県北一の海水浴場としてにぎわうようになりました。
海水浴場は同28年に市が直接運営するまでは岡崎青年団が中心となり運
営されました。海の家や貸しボート屋が並び、夜はダンスパーティや音
楽会・映画会が頻繁に行われ、娯楽の少ない当時の若者の社交場でした。
　同33年には鳴門自然水族館のオープンや海岸ドライブウエーが整備され、
公共の宿泊所や旅館・ホテルも建ち並び、最盛期のにぎわいを見せました。
　高度経済成長時代の同40年代になると砂の乱掘や相次ぐ台風による砂
の移動などで砂浜は年々やせて狭くなり、その後も砂浜の浸食は止まら
ず、市は砂の補充や事故防止策を講じて岡崎で開設してきました。しか
し、大鳴門橋の開通後、大毛浜海岸への移転話が市民や市議会から持ち
上がり、平成元年から市営海水浴場は同海岸に移転しました。
　同６年、岡崎海岸は県の海岸整備事業により海浜公園として整備され、
夏だけでなく年間を通して水と親しむことのできる憩いの場としてよみ
がえりました。
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　市では、平成22年３月に
閉館し、平成24年４月に県
から移管を受けた「旧鳥居
記念博物館」の耐震改修工
事後の利活用方法につい
て、これまで、庁内検討会
などで、さまざまな角度か
ら検討し、次のような（案）
を考えています。
　この利活用（案）に対する
市民の皆さんのご意見を募
集します。

　
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
愛
着
心
向
上
を
図
り
つ

つ
、
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
大
規

模
地
震
の
際
に
、
津
波
か
ら
市
民
の

生
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
考

え
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
応
急
対

策
の
拠
点
お
よ
び
応
急
資
機
材
の
備

蓄
基
地
と
し
て
、
防
災
・
減
災
対
策

の
充
実
を
図
る
こ
と
を
、
主
な
利
活

◆旧鳥居記念博物館階層別活用イメージ図（案）

主な機能
　・市のシンボル
　・鳥居博士の顕彰
　・防災拠点

旧鳥居記念博物館の
利活用（案）に、皆さんのご意見を!

用
案
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
鳥
居
博
士
の
顕
彰

・
博
士
の
偉
業
、
建
設
経
緯
な
ど
の

　

説
明
文
を
掲
載
し
た
説
明
板
を
屋

　

外
に
設
置

②
防
災
拠
点

・
災
害
状
況
の
把
握
な
ど
の
た
め
、

　

屋
外
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
設
置

・
避
難
情
報
な
ど
の
伝
達
用
に
ス

　

ピ
ー
カ
放
送
設
備
を
設
置

・
避
難
状
況
の
把
握
な
ど
の
た
め
、

　

電
話
の
よ
う
に
話
せ
る
双
方
向
通

　

信
機
を
設
置

・
災
害
用
応
急
資
機
材
の
備
蓄
基
地

③
一
時
避
難
場
所

・
津
波
に
よ
る
災
害
発
生
時
の
一
時

　

避
難
場
所

④
資
料
の
収
集
・
保
存

・
津
波
に
よ
る
浸
水
・
流
出
を
防
ぐ

　

た
め
、
市
の
歴
史
・
文
化
に
関
す

　

る
資
料
を
収
集
・
保
存

⑤
そ
の
他

・
企
画
展
の
開
催
、
市
民
団
体
な
ど

　

が
利
用
可
能
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
会

　

議
室
と
し
て
活
用
、
併
せ
て
展
望

　

台
の
開
放

【
募
集
期
間
】

　
７
月
１
日（
日
）～
20
日（
金
）必
着

【
意
見
提
出
・
問
い
合
わ
せ
】

　
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
利
活

用（
案
）へ
の
ご
意
見
を
記
載
の
上
、

郵
送（
〒
７
７
２・８
５
０
１　

撫
養

町
南
浜
字
東
浜
１
７
０
）ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル（kikaku@

city.naruto.lg.
jp

）、
FAX（
６
８
４・１
３
３
６
）で
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

問 

市
役
所
企
画
課　

☎
６
８
４
・

１
６
２
２

耐
震
改
修
後
の
利
活
用（
案
）

意見募集

提
出
方
法

文書資料保存庫文書資料保存庫

応急資機材の備蓄応急資機材の備蓄
ト
イ
レ

ト
イ
レ

多
目
的
利
用
ス
ペ
ー
ス

多
目
的
利
用
ス
ペ
ー
ス

応
急
資
機
材
の
備
蓄

応
急
資
機
材
の
備
蓄

一時避難場所一時避難場所

トイレトイレ

多
目
的
利
用
ス
ペ
ー
ス

多
目
的
利
用
ス
ペ
ー
ス

◆１階レイアウト（案）

◆２階レイアウト（案）

入口

・・・鉄骨斜材
・・・耐震壁

耐震改修工事による補強、新設箇所

屋外  ・鳥居博士の顕彰

・防災拠点
　（屋外ライブカメラ）
　（スピーカ放送設備）
・一時避難場所
・展望台

４
階

・一時避難場所３
階

・一時避難場所
・災害用備蓄倉庫
・多目的利用スペース
・ギャラリー

２
階

・防災拠点
　（双方向通信機）
・災害用備蓄倉庫
・多目的利用スペース
・資料収集・保存

１
階
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新
た
に
７
地
区
の
自
主
防
災

会
発
足 

組
織
率
87
％
に
!

　
市
内
で
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し

た
と
き
、
市
役
所
や
消
防
、
警
察
な

ど
の
公
的
機
関
だ
け
で
は
十
分
に
対

応
で
き
な
い
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
と
き
、「
自
分
た
ち

の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い

う
強
い
意
識
を
持
っ
て
、
地
域
の
皆

さ
ん
で
防
災
意
識
の
啓
発
や
防
災
・

救
助
活
動
な
ど
に
取
り
組
む
組
織
が

「
自
主
防
災
会
」で
す
。

　
「
人
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に

し
た
震
災
に
負
け
な
い
ま
ち
づ
く

り
」に
取
り
組
む
た
め
、
市
で
は
自

主
防
災
会
の
結
成
時
か
ら
継
続
し
て

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

に
な
っ
て
大
津
町
の
大
幸
、木
津
野
、

徳
長
、
段
関
、
大
代
、
備
前
島
の
６

地
区
と
瀬
戸
町
の
島
田
地
区
の
計
７

地
区
で
自
主
防
災
会
が
新
た
に
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
市

に
お
け
る
自
主
防
災
会
の
組
織
率

（
世
帯
数
で
算
出
）は
約
87
・
８
％
と

な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
自
主
防
災
会
の

組
織
率
１
０
０
％
を
目
指
し
て
取
り

組
み
ま
す
の
で
、
自
主
防
災
会
設
立
へ

の
ご
協
力
や
各
地
区
で
自
主
防
災
会

が
実
施
す
る
防
災
訓
練
な
ど
の
活
動

に
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
震
災
時
の
家
具
転
倒
に

よ
る
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
世
帯
に

対
し
て
家
具
の
転
倒
防
止
器
具
の
設

置
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

【
申
し
込
み
か
ら
設
置
ま
で
の
流
れ
】

①
市
役
所
危
機
管
理
課
へ
電
話
な
ど

で
申
し
込
み

②
市
か
ら
事
前
調
査
な
ど
の
打
ち
合

わ
せ
の
電
話
連
絡

③
申
込
者
宅
で
設
置
に
つ
い
て
の
事

前
調
査

④
設
置
日
な
ど
の
電
話
連
絡

⑤
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
設
置

【
対
象
と
な
る
世
帯
】

①
65
歳
以
上
の
方
が
い
る
世
帯

②
要
支
援
・
要
介
護
の
い
ず
れ
か
の

認
定
を
受
け
た
方
が
い
る
世
帯

③
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

た
方
が
い
る
世
帯

④
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
が
い
る
世
帯

⑤
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交

付
を
受
け
た
方
が
い
る
世
帯

⑥
未
就
学
児
が
い
る
世
帯

【
募
集
】１
０
０
世
帯
ま
で（
１
世
帯

１
回
に
限

り
ま
す
）

【
問
い
合
わ
せ・申
込
先
】

　
市
役
所
危
機
管
理
課

　
☎
６
８
４
・
１
７
１
１

国民年金保険料の免除制度ご存じですか
　 平 成24年 度 の 国 民 年 金 保 険 料 は 月 額
14,980円ですが、経済的な理由などで保険
料の納付が困難な場合は、申請手続きをす
ることによって、保険料の免除または一部
納付制度（３段階）を利用できます。
※ただし、免除制度を利用した期間は全額
納付した期間に比べ、年金額が減額し計算
されます。
問  市役所市民課 年金担当  ☎684・1138

所得基準の目安

全額免除 （扶養親族の数+1）×35万円
           +22万円

3/4免除
（月額3,750円）

78万円+扶養親族等控除額
　　　+社会保険料控除額等

半額免除
（月額7,490円）

118万円+扶養親族等控除額
　　　+社会保険料控除額等

1/4免除
（月額11,240円）

158万円+扶養親族等控除額
　　　+社会保険料控除額等

外国人の方の住民登録制度および新在留管理制度スタート
①平成24年7月9日から、外国人住民の方にも「住民票」

が作成され、写しなどが交付できるようになります。
②居住地の変更時には「転入」・「転出」の手続きが必要となります。
③外国人登録制度が廃止されます。現在の外国人登録

証明書は一定の期間有効です。
■在留資格の変更や在留期間の更新時の届け出について
　外国人登録制度では、在留資格の変更や在留期間の更新
などの手続きは入国管理局で許可を受けた後、さらに市役所で
も届け出をする必要がありましたが、改正後は入国管理局での 
手続きのみになり、市役所への届け出は必要がなくなります。
問　市役所市民課　☎684・1135

変
更
点

■林崎小・精華幼 合同避難訓練の模様（5月31日）

津
波
に
備
え
た
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す

家
具
転
倒
防
止
器
具
設
置
事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
７
月
29
日（
日
）に
平
成
24
年
度
４

県
共
同
避
難
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
の
訓
練
は
津
波
に
よ
る
被
害

が
想
定
さ
れ
る
４
県（
徳
島
県
・
高

知
県
・
三
重
県
・
和
歌
山
県
）と
そ

の
沿
岸
市
町
村
、
地
域
の
住
民
が
連

携
し
て
共
同
津
波
避
難
訓
練
を
実
施

す
る
も
の
で
、
鳴
門
市
か
ら
は
川
東

地
区
自
主
防
災
会
と
里
浦
町
自
主
防

災
会
連
合
会
な
ど
の
自
主
防
災
会
の

皆
さ
ん
が
参
加
す
る
予
定
で
す
。

　
本
市
で
の
訓
練
は
、
午
前
８
時
に

津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
と
の
想
定

で
、
各
家
庭
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
避
難

場
所
ま
で
の
避
難
路
を
確
認
し
、
所

要
時
間
を
計
測
す
る
な
ど
、
安
全
・

的
確
そ
し
て
迅
速
に
避
難
す
る
こ
と

な
ど
を
目
的
に
実
施
す
る
も
の
で

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

住
民
票
の
住
居
表
示
と

氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ
表
示
を
変
更

　
住
民
基
本
台
帳
法
一
部
改
正
に

伴
い
、
平
成
24
年
７
月
９
日
か
ら

住
民
票
の
住
居
表
示
に
方
書（
マ
ン

シ
ョン
・
団
地
・
ア
パ
ー
ト
名
な
ど
）

を
表
示
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
表
示
が
不
都
合
な
場
合
は
、

申
し
出
に
よ
り
訂
正
で
き
ま
す
の

で
印
鑑
・
本
人
確
認
の
で
き
る
身

分
証
明
書
な
ど
を
ご
持
参
の
上
、

市
民
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
住
民
票
の
氏
名
欄
に
フ

リ
ガ
ナ
を
表
示
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
７
月
９
日
か
ら
表
示
を
削
除

い
た
し
ま
す
。

問 

市
役
所
市
民
課　
☎
６
８
４
・

１
１
３
５　

防災・災害対策への取り組み
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◆
水
切
り
を
十
分
に
行
う

　

生
ご
み
の
嫌
な
臭
い
の
発
生
源

は
、
雑
菌
で
す
。
雑
菌
の
繁
殖
は
、

生
ご
み
の
水
分
を
切
る
こ
と
で
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
水
切
り
器
具
な

ど
を
使
用
し
て
、
し
っ
か
り
水
切
り

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
三
角
コ
ー
ナ
ー
に
か
ぶ
せ
る
水

切
り
ネ
ッ
ト
な
ど
の
代
用
と
し
て
、

レ
ジ
袋
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
使
用
す

る
と
生
ご
み
の

水
分
が
残
っ
た

ま
ま
に
な
り
ま

す
の
で
、
使
用

し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

◆
生
ご
み
を
ぬ
ら
さ
な
い

　
野
菜
な
ど
の
皮
を
三
角
コ
ー
ナ
ー

に
入
れ
る
と
水
に
ぬ
れ
や
す
い
の

で
、
新
聞
紙
を
広
げ
た
上
で
皮
を
む

き
、
そ
の
ま
ま
新
聞
紙
に
包
ん
で
捨

て
る
と
ぬ
れ
ま
せ
ん
。
で
き
れ
ば
、

天
日
で
乾
か
し
て
か
ら
ご
み
出
し
す

る
と
な
お
良
い

で
す
。

※
ス
イ
カ
や
メ
ロ

ン
な
ど
の
皮
に

は
特
に
効
果
的

で
す
。

◆
食
べ
残
し
は
新
聞
紙
な
ど
に
捨
て
る

　
あ
ら
か
じ
め
新
聞
紙
で
作
っ
た
ご
み

捨
て
パッ
ク
を
用
意
し
て
お
き
、
使
い

や
す
い
大
き
さ
に
切
っ
た
新
聞
紙
や
Ｔ

シ
ャ
ツ
な
ど
の
布
類
で
食
べ
残
し
を
拭

う
よ
う
に
し
て
入
れ
ま
す
。
そ
う
す

る
と
流
し
台
の
生

ご
み
を
増
や
す
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん

し
、
食
器
洗
い

も
簡
単
に
済
み
ま

す
。

◆
燃
や
せ
る
ご
み
の
収
集
日
に
合
わ

せ
た
献
立
を

　

魚
や
甲
殻
類
な
ど
の
臭
い
が
気
に

な
る
食
材
を
調
理
す
る
日
は
、
燃
や

せ
る
ご
み
の
収
集
前
日
に
行
う
と
、
家

に
保
管
す
る
時
間
が
短
く
な
り
ま
す
。

◆
冷
凍
す
る

　
冷
凍
す
る
こ
と
で
雑
菌
の
活
動
が

抑
制
で
き
ま
す
。
ご
み
出
し
の
直

前
に
冷
凍
室

か
ら
出
す
よ

う
に
す
れ
ば
、

臭
い
が
発
生

す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

生
ご
み
を
さ
ら
に
減
量
す
る
た

め
、
こ
ん
な
こ
と
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う

◇
生
鮮
食
料
品
は
余
ら
な
い
よ
う
に

購
入
す
る

　
特
売
商
品
だ
か
ら
と
大
量
に
買
い

過
ぎ
た
り
せ
ず
に
、
食
べ
ら
れ
る
分

だ
け
効
率
良
く
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

◇
料
理
の
作
り
過
ぎ
、
食
べ
残
し
を

し
な
い

　
冷
凍
保
存
が
で
き
な
い
料
理
を
作

り
過
ぎ
た
り
、
食
べ
残
し
の
な
い
よ

う
に
適
量
を
調
理
し
ま
し
ょ
う
。

◇
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

　

普
段
捨
て
て
い
る
野
菜
の
皮
な
ど

を
食
材
と
し
て
調
理
し
、
美
味
し
く

い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
※
ス
イ
カ
の
皮

（
外
側
の
固
い
部
分
を
除
い
た
と
こ

ろ
）を
使
っ
た
レ
シ
ピ
が
お
勧
め
で
す
。

◇
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
を
使
用
し
て
密
閉
容

器
で
堆
肥
化
す
る

　
市
で
は
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
を
無
料
配
布

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◇
生
ご
み
処
理
機（
コン
ポ
ス
ト
・
電
気

式
生
ご
み
処
理
機
）を
活
用
す
る

　

市
で
は
コ
ン
ポ
ス
ト
の
あ
っ
せ
ん
、

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
補
助
金
制
度

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
コ
ン
ポ
ス
ト
の
あ
っ
せ
ん
】

　
コ
ン
ポ
ス
ト
は
土
の
地
面
に
設
置

し
、
生
ご
み
と
土
を
交
互
に
入
れ
て

堆
肥
化
さ
せ
ま
す
。
希
望
者
は
自
己

負
担
金
を
添
え
て
、
廃
棄
物
対
策
課

ま
た
は
市
民
協
働
推
進
課
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
１
世
帯
に
つ
き
１

個
、
自
己
負
担
金
は
大
き
さ
に
よ
り

３
千
円
と
４
千
円
）

　
　

【
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
補
助
】

　
今
ま
で
補
助
を
受
け
た
こ
と
の
な

い
世
帯
と
、
前
回
受
給
日
か
ら
５
年

以
上
を
経
過
し
て
い
る
世
帯
を
対
象

に
、
購
入
金
額
の
２
分
の
１
、
上
限

２
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

　
処
理
機
購
入
前
に
市
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
廃
棄
物
対
策
課
ま
た
は
市
民

協
働
推
進
課
に
あ
る
申
請
書
に
、
処

理
機
の
型
番
、
購
入
予
定
金
額
、
購

入
店（
鳴
門
市
内
に
限
る
）を
記
入
し

同
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
押

印
は
朱
肉
を
使
う
印
鑑
）

※
申
請
前
に
処
理
機
を
購
入
す
る
と

補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、

前
回
の
受
給
年
月
日
が
不
明
な
場
合

は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問 

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
廃
棄
物

対
策
課

☎
６
８
３・７
５
７
３　
FAX
６
８
３・

７
５
７
９

生
ご
み
の
減
量
は
水
切
り
か
ら

　
市
で
処
理
し
て
い
る
生
ご
み
の
約
80
％
は
水
分
で
す
!
水
分
が
多
い
と

ご
み
出
し
が
困
難
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
ご
み
焼
却
施
設
で
の
処
理
経
費

も
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、夏
場
の
生
ご
み
は
、傷
み
も
早
く
臭
い
に
も
困
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

次
の
よ
う
に
少
し
工
夫
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

・マンションでも問題なく使える。
・ごみの量が半分になった。
・補助があり、ありがたい。
・綺麗で生ごみ処理が楽。
◇買い換えた使用者の声
・処理機の性能が以前使っていた物より良くなった。
・タイマーが付いて便利になった。
・釜にこびり付かなくなった。
・形がコンパクトになって使い勝手が良くなった。

～ 電気式生ごみ処理機使用者の声 ～
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～人権教育のさらなる充実・発展を目指して～
　同和教育が人権教育に再構築され、 10年が経過しました。「同和問題への意識がうすめられるのではない
か」と危惧する声もありますが、本市では、同和問題を人権問題の重要な柱として捉え、その解決に向けた 
取り組みを進めてきました。毎年、８月に開催される人権地域フォーラムでは、参加者から、 「自分自身
を振り返ることができた」「続けて参加したい」「各地域でも、同和問題の研修会をするべきだ」といった積
極的な意見も多く聞かれるようになりました。しかしながら、今なお同和問題の完全解決には至っておら
ず、まだまだ厳しい差別の現実があることも事実です。今一度、現状をしっかりと見つめ、市民一人一人が、
その解決に向けた力強い一歩を確実に刻んでいく必要があります。

同和対策審議会答申より!
　1965年に出された標記答申には、「同和問題の解決は
国の責務であり、同時に国民的課題である」と明記され
ています。同和問題を一人一人の課題として、しっか
り受け止め、さらには、 「差別は、される側の問題では
なく、する側の問題である」ということを、しっかりと
認識し、自らの差別意識の払拭に努めていかなければ
なりません。

子どもたちのお手本に!
　今、学校では、同和教育の成果と手法を生かし、さ
まざまな人権問題の解決に向けた取り組みを進めてい
ます。資料を使った学習をはじめ、地域へ出かけての
フィールドワークや識字学級との交流学習、差別をな
くす取り組みをしている人たちからの聞き取り学習な
ど、学んだことを行動にうつすことができるよう人権
感覚を高めることを大切にしています。われわれ大人
は、こうして育まれていく子どもたちの人権感覚をこ
わすようなことがあっ
てはなりません。子ど
もたちのお手本となる
生き方ができるよう、
自分自身の人権感覚を
高めていく努力をして
いきましょう。

しっかりとした現状認識を!
　同和対策事業の終了とともに、あたかも同和問題が
解決したかのごとく誤った認識を持つ人がいることも
事実です。確かに、これまでの取り組みは、地域の環
境改善、格差の是正など、一定の成果を収めてきました。
しかしながら、人々の心の中には、いまだ差別意識が
存在し、それが結婚差別という形になって出現してく
ることがあるのも事実です。私たちは、そのことに目
を背けることなく、しっかりと向き合い、自らの生き
方として、問い続けていく必要があります。 

一人の百歩より、百人の一歩を!

差別落書きは許さない
　差別や偏見に基づいた差別落書きは、悪質で卑劣な
行為であり、許すことのできない犯罪です。
　市民の皆さんが、 「差別落書きは絶対に許さない」と
いう共通認識のもと、自らの人権感覚を高め、差別落
書きを許さないまちづくりに努めましょう！

　差別落書きを発見した場合は消去せず、紙で覆う 
などの処置をした後、
　速やかに

▼市人権推進課……………………… ☎６８４・１１４８

▼市教育委員会 生涯学習人権課 … ☎６８６・８８０３
　もしくは、

▼県人権推進課……………………… ☎６２１・２１８７

▼県教育委員会 人権教育課 ……… ☎６２１・３１５２
　休日の場合は、

▼休日専用電話 ………………☎０８０・２９９９・１７５１
　 へ連絡してください。

豊かなつながりを!
　「差別」は、人と人との豊かな関係をこわしてしまう
ものです。逆に考えれば、「差別をしない」「差別をなく
す」ということは、「人と人とが豊かにつながる」という
ことです。一人一人が、周りの人たちとつながり、豊
かな人間関係を築いていくことが、差別をなくすこと
につながるのです。

なくそう!  差別落書き

人権地域フォーラム'12
「ひとごと」 から 「わがこと」 へ
～自己を見つめ、語り、人と人とがつながる人権学習～
と　　　　き ：８月２日（木）（午後１時30分開会）
と 　 こ 　 ろ ：鳴門地域地場産業振興センター２階
コーディネーター ：森口健司
パ ネ リ スト ：山崎千秋、大湾昇、中山作美
問 市教育委員会 生涯学習人権課　☎ ６８６・８８０３



10平成24年７月号

連載 みんなで知ろう！「鳴門市自治基本条例」

問  市役所市民協働推進課  ☎ 684・1200  FAX 684・1336  E-mail shiminkyodo@city.naruto.lg.jp

　市では、市民の皆さんが気軽にまちづくりに参加することができるよう、地域のさまざまな
団体の役割や活動など、コミュニティに関する情報提供に努めます。
　市民の皆さんが地域の活動に積極的に参加することで、地域への誇りや愛着が育まれ、魅力
あるまちづくりの実現につながります。町内会など身近な活動から、ぜひ始めてみましょう。

　地域の個性を生かしたまちづくりを進めることは、市と地域
の共通課題です。地区自治振興会では、地域住民自らが計画を
つくり、さまざまな地域づくり事業を実施しており、市はその
主体的な取り組みに対し、財政支援を行っています。

地区自治振興会による地域づくり事業の例
◆わんぱく相撲大会・公民館まつり・芸能大会の開催、
　地域に伝わる踊りの伝承など
◆ＥＭを活用した水路等の水質改善、公園の花壇づくりや
　遊具整備、地域一斉清掃・草刈りなど
◆防犯パトロール、防犯灯整備など
◆独居高齢者宅訪問やお弁当配布、敬老会の開催など
◆グラウンドゴルフ大会・健康ウォーキング大会の開催など

　それぞれの地区の活動は、自分たちの暮らしに密接に関わる
ものであり、地域の「連帯感」や「絆」を深めながら、課題の解決
や地域の活性化にもつながっています。

協働の事例⑭　地域の個性を生かしたまちづくりへ!　～地域づくり事業活性化補助金事業～

防
災
訓
練
時
の
炊
き
出
し
の
模
様

※ご紹介できなかった活動写真や各地区行事予定は
　市公式ウェブサイトに掲載しています。

　本市では、地区自治振興会などのコミュニティによる自主的な活動が広がっており、まちづくりの原動力となって
います。協働によるまちづくりを進めるには、市民・事業者の皆さん、コミュニティ、市が相互理解を深め、それぞれ
の持つ力を発揮することが大切です。

　コミュニティとは、豊かな暮らしや住みよいまちづくりを目的として結成する組織のことで、鳴門
市自治基本条例では、コミュニティの役割（第９条）を次のように定めています。
○市民、 市内で働く人、 学ぶ人、 事業者は、コミュニティの担い手であることを認識し、 

これを守り育てるとともに、その活動に積極的に参画するよう努めます。
　また、互いに協力して、さまざまな課題の解決に取り組みます。

　「自分たちの地域は自分たちでつくりあげる」を合言葉に、平成６年12月に木津神地区で最初に結成されて
以来、市内全地区で組織されています。創意工夫による活動を積み重ね、その歴史は16年余りになります。

　市内１４地区でまちづくり活動を行う地区自治振興会をご紹介します。
　地区自治振興会は、地域住民で組織され、環境、文化、福祉、安全などの専門部会を設置して
います。地区内の町内会、婦人会、老人会、ＰＴＡ、ＮＰＯ法人などの各種団体が連携して住みよい
地域づくりを進めるために自主的な活動を行っています。
　地区内に暮らす住民であれば、誰でも気軽にその活動に参加できます。

ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会

活動写真
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浄
じょう

水
すい

場
じょう

のしくみについて
第2回

〜 水道の水ができるまで 〜
浄水場は水道水をつくる工場です

　鳴門市浄水場は、川の水を取り入れてきれいにし、飲み水にするところです。旧吉野川から取り入れた水を
安全で安心して飲むことができる水道水に処理する施設が浄水場です。
　鳴門市の浄水場は昭和７（1932）年に建設され、昭和53（1978）年に現在のかたちに改修されました。一日の
配水能力は５万６千立方メートルで、鳴門市のほぼ全域に給水しています。

浄水場のしくみ
　旧吉野川から取り入れた水は、にごっていたり、不純物で汚れていたりしています。このため、凝集剤とい
う薬でにごりを固まりにして沈殿池に沈めます。さらに、ろ過池の砂と砂利を通してきれいにします。そして
次亜塩素酸ナトリウムという薬で消毒し、安心して飲める水になります。

芝生芝生
旧吉野川

塩素剤
えん

取水塔
しゅ すい とう

着水井
ちゃくすい せい

沈殿池

➡

➡

➡

ちん でん ち

ろ過池
　 か ち

浄水池
じょうすい ち

送水ポンプ室
そう すい 　

そ

凝集剤
ぎょうしゅう

塩素剤
えん そ

旧吉野川の水
をポンプで取
り入れ着水井
へ送ります。

にごりの粒をつくる薬 消毒の薬

原水の水量を
調整します。

にごりの固まり
を沈めて取り除
きます。

にごりの取れた
水を、砂と砂利
を通してさらに
きれいにします。

きれいになった
水をいったん貯
めておきます。

できあがった水を
配水池へ送ります。

配
水
池
へ

P

砂砂

砂利砂利

P

塩素剤
えん そ

高架水槽　建物の上部に大きな水槽があり、この建物
を高架水槽と呼びます。水が高いところから落ちる力
を利用して、ろ過池の砂や砂利をきれいに洗います。

制御室（管理棟内）　浄水場では24時間体制で水量、水
質、設備を監視し、皆さんに安心して安全な水をお届け
しています。

■問い合わせ先　企業局水道事業課　☎088・685・3330
Ｅメール suidojigyo@city.naruto.lg.jp

※次回は「鳴門市浄水場のすがた」について詳しくご紹介します。

1系高架水槽

２系高架水槽

鳴門市浄水場　浄水工程図

塩素剤（次亜塩素酸ナトリウム） … 微生物や細菌などを消毒します。
凝集剤（ポリ塩化アルミニウム） … 水の中のにごりを早く沈めるために、小さいにごりを固まりにします。

浄水工程で使用している薬品（液体）

水道事業
連 載



「
物
品
購
入
等
」事
業
者
登
録
の
定
期
受
付

　固定資産税の適正な課税を行うた
めに家屋の税務調査をしています。
　調査の対象は、新築･増築家屋や何
らかの理由により調査対象から漏れ、
現在課税されていない家屋です。固
定資産評価補助員証を携帯した税務
課職員が伺ったときは、ご協力をお
願いします。

※ニセ職員には十分ご注意ください。

問 市役所税務課固定資産税担当　
☎684･1131

家屋調査にご協力を
馬
詰
投
票
所（
区
）の
皆
さ
ん
へ 

投
票
所
が
変
わ
り
ま
す

参加無料！

　

次
回
の
選
挙
か
ら
馬
詰
投
票
所

は
、
堀
江
南
小
学
校
屋
内
運
動
場
か

ら
堀
江
南
幼
稚
園
リ
ズ
ム
室
に
変
わ

り
ま
す
。

　
投
票
所
入
場
券
に
も
投
票
所
堀
江

　
市
で
は
、
物
品
・
役
務
・
小
修
繕

の
発
注
の
公
正
性
と
透
明
性
の
確
保

の
た
め
、
一
部
の
特
殊
な
案
件
を
除

き
、
原
則
、
名
簿
に
登
録
済
み
の
事

業
者
を
取
引
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
受
付
の
対
象
者
は
、
市
と
の

取
引
を
希
望
さ
れ
る
全
て
の
事
業
者

で
す
。
定
期
受
付
期
間
中
に
更
新
ま

た
は
新
規
登
録
の
申
請
を
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。
提
出
書
類
な
ど
に
つ
い

　
市
で
は
、
平
成
24
年
度
末
で
公
営

企
業
と
し
て
の
市
営
バ
ス
事
業
か
ら

撤
退
す
る
た
め
、
バ
ス
路
線
の
再
編

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
平
成
24
年
度
中
に
再

編
を
行
う
、
大
麻
線
・
引
田
線
・
北

泊
線
、沿
線
の
対
象
地
域
に
お
い
て
、

利
用
者
の
方
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
、
再
編

方
針
な
ど
を
ご

説
明
す
る
地
域

説
明
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、

多
数
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

【
地
域
説
明
会
の
日
程
】

　
◆
北
灘
地
区（
北
灘
公
民
館
）

　
　
７
月
17
日（
火
）①
午
後
２
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
②
午
後
７
時
～

　
◆
堀
江
地
区（
堀
江
公
民
館
）

　
　
７
月
20
日（
金
）①
午
後
２
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
②
午
後
７
時
～

　
◆
瀬
戸
地
区（
瀬
戸
公
民
館
）

　
　
７
月
23
日（
月
）①
午
後
２
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
②
午
後
７
時
～

　
◆
板
東
地
区（
板
東
公
民
館
）

　
　
７
月
27
日（
金
）①
午
後
２
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
②
午
後
７
時
～

問 

市
役
所
交
通
政
策
室

☎
６
８
４・１
０
１
３

て
は
、
７
月
９
日
よ
り
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
総
務
課
契
約
検
査

室
に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
ご
不

明
な
点
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
追
加
受
付
期
間
】８
月
１
日（
水
）～

31
日（
金
）※
閉
庁
日
を
除
く

問 

市
役
所
契
約
検
査
室

☎
６
８
４･

１
１
６
１
／
FAX
６
８
４･

１
３
３
６

南
幼
稚
園
リ
ズ
ム
室
と
書
き
込
み
ま

す
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

問 

市
選
挙
管
理
委
員
会

☎
６
８
４・１
１
７
８

体験プログラム検証
　モニターの募集について

　鳴門市地域雇用創造協議会では、鳴門での滞在
をより楽しんでいただくための体験プログラムの
開発をしています。この夏、「菌床しいたけの収穫
＆試食」、「活クルマエビの水揚げと試食」の体験プ
ログラムに参加し、アンケートにご協力いただけ
るモニターを募集します。

【日　　程】①８月３日（金）または②８月４日（土）
・午前10時30分～正午
　しいたけ収穫＆試食（場所：大麻町川崎）
・午後２時～３時30分
　活クルマエビ収穫＆試食（場所：鳴門町三ツ石）

【募集人数】各日10人
【応募資格】①２つのプログラム（午前・午後）の両
方に参加できる方で、アンケートにお答えいただ
ける方　②現地集合、現地解散が可能な方

【応募方法】はがき、またはファクス、Eメールに必
要事項を記入の上、７月25日（水）【必着】までにお
申し込みください。
※応募多数の場合は抽選の上、通知します。
◆ファクス／684・1685
◆Ｅメール／nigiwai@naruto-koyou.com
◆はがき宛先／〒772-8501 鳴門市撫養町南浜字東

浜170（鳴門市役所分庁舎内） 「にぎわい鳴門 新
体験プログラムモニター募集」係

【必要事項】
●代表者の住所、氏名、連絡先（携帯電話など連絡
の取れる番号） ●参加希望日：①８月３日 ②８月
４日 ③どちらでも可 ●参加希望人数 ●参加希望
の方全員の氏名、年齢、性別
問 鳴門市地域雇用創造協議会　☎684・1685

 

市
営
バ
ス
再
編

　『
地
域
説
明
会
』開
催
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■「市民参加の外部評価委員会」の概要
【と　き】　・8月20日（月）午後１時～５時30分（予定）
　　　　 　・8月27日（月）午後１時～５時30分（予定）
　　　　　※どちらか１日だけの参加も可能です。

【ところ】　鳴門地域地場産業振興センター
【内　容】　市が実施する事業に対する評価（１事業あた
り約40分、１日４事業を予定）
※対象事業は後日、決定します。

【目　的】　①市が実施する事業について、その必要性
や有効性、効率性などの観点から、外部有識者や市民
の皆さんの視点で見直すため　②市が実施している事
業の内容や課題などについて、市民の皆さんに知って
もらい、関心を持っていただくため
■市民評価員とは・・・？
外部評価委員会における議論を聞き、事業の評価をし
ていただく方です。
■市民評価員の仕事
１）各事業の担当者と外部有識者の議論を聞く。（１事
業あたり約35分）
※市民評価員は、議論中の発言はできません。
２）議論を聞いた上で、評価およびコメントを評価シー
トに記入する。（約５分）評価区分は、【廃止】、【要改善】、

【現状維持】、【拡充】の４区分です。
３）全事業の評価終了後、評価シートを提出する。
※市民評価員の皆さんの評価結果については、後日、
市公式ウェブサイトなどに掲載します。 問 市役所企画課　☎684･1120

鳴門市行政評価「外部評価委員会」開催！ 事業を評価する

市民評価員を
　募集します！

■市民評価員をご希望される方は
　「申込書」に必要事項をご記入の上、郵送・FAX・
持参・電子メールのいずれかの方法で、７月18日

（水）【必着】までにお申し込みください。
　なお、市民評価員の氏名・住所などの一切の個
人情報は、 「外部評価委員会」以外の目的で使用す
ることはありません。
※申込書は市役所本庁舎１階案内に置いています。

市ホームページからもダウンロードできます。
■応募要件
　市民評価員に応募できるのは、満18歳以上で、
市税などに未納額がない方です。なお、要件の詳
細は申込書をご確認ください。
※「市民評価員」に対する報酬などはありません。

外部評価委員会は公開で行い、テレビ鳴門によ
る撮影も予定しています。募集人員は20人程度
の予定で、応募者多数の場合には抽選により決
定します。なお、申し込みいただいた方全員に、
７月末までに、結果を送付します。

※より多くの方に応募いただくため、18歳以上（平成24
年４月１日現在）の市民の皆さんから無作為に抽出
した1，000人に｢市民評価員の募集案内｣を送付して
います。応募資格を備えた方なら、どなたでも応募
できますので、ご協力ください。

皆
さ
ん
の
声
を
届
け
て
く
だ
さ
い

市
広
報
モ
ニ
タ
ー
募
集

まちづくり出前市長室

　市長が、市内の各地域を訪問し自由な雰囲気の
中で、市民の皆さんの意見を聞かせていただくと
ともに、市長の考え方や市の取り組みなどについ
て話し合う「まちづくり出前市長室」を順次、開催
しています。
　地域ごとの課題などについて意見交換を行います。
多くの方のご参加をお待ちしています。

木津神地区
【と　き】７月28日（土）　午後７時～９時
【ところ】木津元村集会所
問 市役所市民協働推進課　☎684･1189

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
充

実
し
た
広
報
活
動
を
行
う
た
め
、

広
報
紙
や
テ
レ
ビ
広
報
番
組
な
ど

に
つ
い
て
、
ご
意
見
や
ご
感
想
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
定
期
的
に

お
寄
せ
い
た
だ
く
鳴
門
市
広
報
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

【
対
象
者
】市
内
在
住
の
20
歳
以
上

で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
ら
れ
る
方

６
人（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
応

募
の
動
機
を
審
査
、選
考
し
ま
す
）

【
期　
間
】８
月
１
日
か
ら
１
年
間

【
活
動
内
容
】｢

広
報
な
る
と｣

や

｢

テ
レ
ビ
広
報
な
る
と｣

な
ど
の
内

容
に
つ
い
て
毎
月
ア
ン
ケ
ー
ト
へ

の
回
答
や
年
数
回
の
モ
ニ
タ
ー
会

議
へ
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
）

【
申
し
込
み
】住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
応
募
動
機
を
記
入
の

上
、
７
月
23
日（
月
）ま
で
に
市
役

所
秘
書
広
報
課（
☎
６
８
４・１
４

４
０
）へ
。hisyokoho@

city.na
ruto.lg.jp
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【
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
方
】

　
広
域
連
合
が
実
施
す
る
健
康
診
査
が
利

用
で
き
ま
す
。
前
年
中
に
生
活
習
慣
病
に

よ
る
治
療
が
無
か
っ
た
方
に
は
、
８
月
に

受
診
券
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
本
年
度
９
月
末
ま
で
に
75
歳
と
な
る
方

に
は
、
健
康
診
査
申
込
書
が
送
付
さ
れ
る

の
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
４
月
か
ら
６
月
ま
で
に
血
液
検

査
や
尿
検
査
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
申
し
込
み
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
受

診
券
を
送
付
し
ま
す
。

問 

市
役
所
保
険
課　
☎
６
８
４･

１
２
０
４

　
国
民
健
康
保
険
の
限
度
額
適
用
認
定
証

や
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限

は
平
成
24
年
７
月
31
日
で
す
。
８
月
以
降

も
利
用
が
見
込
ま
れ
る
方
は
、
忘
れ
ず
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
平
成
23
年
８
月
か
ら
平
成
24
年

７
月
の
期
間
に
90
日
を
超
え
た
入
院
を
し

た
方
は
、
入
院
日
数
が
確
認
で
き
る
も
の

（
領
収
書
な
ど
）を
併
せ
て
提
出
す
る
こ
と

で
、
入
院
中
の
食
事
療
養
費
が
さ
ら
に
軽

減
さ
れ
ま
す
。
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い（
た
だ
し
標
準
負
担
額
の
減
額
は
、

平
成
24
年
度
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
し

か
申
請
で
き
ま
せ
ん
）。

問 

市
役
所
保
険
課　
☎
６
８
４･

１
１
３
９

特
定
健
康
診
査
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

◆８月１日からの新
しい高齢受給者証･
後期高齢者医療保険
被保険者証を７月中
にお送りします

　８月15日の終戦記念日を迎えるにあたり、戦争に
よる先人の犠牲をしのび、後世へ伝えたい平和の
メッセージを募集します。応募いただいた中から、
一部のメッセージを広報なると８月号で掲載させて
いただきます。また、掲載できなかったメッセージ
については市公式ウェブサイトで公開させていただ
く予定です。

【募集期間】　7月17日（火）［※必着］まで

平和のメッセージ
を募集します 【内　　容】　後世へ伝えたい平和に関するメッセー

ジ150字程度
【応募方法】　メッセージ、住所、氏名、年齢を記入
の上、はがき・ファクス・Eメールにてご応募ください。

【注意事項】　公開時に氏名・住所（大字）を併せて掲
載します。また、内容により掲載できない場合があ
りますので、ご了承ください。

【問い合わせ・応募先】　〒772・8501　撫養町南浜
字東浜170番地  市役所秘書広報課 「平和のメッセー
ジ」係宛  ☎684・1118  FAX686・4720  
Eメール：kohonrt@city.naruto.lg.jp

双方向型
コーナー

　
特
定
健
康
診
査
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
や
重
症
化
予
防
の
た
め
の
健
診

で
、
全
て
の
医
療
保
険
者（
国
民
健
康
保

険
や
被
用
者
保
険
）が
40
歳
か
ら
74
歳
の

被
保
険
者
の
方
を
対
象
に
実
施
す
る
健
診

で
す
。
ま
た
、健
診
の
結
果
、メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
そ
の
予
備
軍
と
判
定

さ
れ
た
方
は
、
特
定
保
健
指
導
を
利
用
で

き
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が
な
い
ま

ま
に
、
糖
尿
病
、
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患

な
ど
の
大
き
な
疾
病
へ
進
行
し
て
い
く
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
生
活
習
慣
病
の
予
防

や
早
期
発
見
に
は
、
定
期
的
に
健
診
を
受

け
、
自
身
の
体
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と

が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
健
康

を
守
る
た
め
、
毎
年
１
回
、
特
定
健
康
診

査
を
受
診
し
、
健
康
づ
く
り
に
努
め
て
み

ま
せ
ん
か
？

特
定
健
康
診
査
の
受
診
方
法

【
鳴
門
市
国
民
健
康
保
険
の
方
】

　
被
保
険
者
証
・
特
定
健
康
診
査
受
診
券

を
持
っ
て
、
健
診
実
施
機
関
で
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。（
自
己
負
担
額
千
円
）

※
受
診
券
は
、
７
月
上
旬
に
対
象
の
方
に

郵
送
し
ま
す
。
有
効
期
限
は
、
12
月
末
日

で
す
。
ま
た
、
10
月
以
降
に
75
歳
に
な
る

方
は
、
９
月
末
ま
で
に
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
脳
・
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
・
受
診
予

定
の
方
は
、健
診
項
目
が
重
複
す
る
た
め
、

受
診
券
は
送
付
し
ま
せ
ん
。

【
鳴
門
市
国
民
健
康
保
険
以
外
の
方
】

　
健
康
保
険
組
合・全
国
健
康
保
険
協
会・

共
済
組
合
・
国
民
健
康
保
険
組
合
な
ど
に

加
入
中
の
本
人
や
そ
の
被
扶
養
者
の
方

は
、
加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険
ご
と
に

受
診
方
法
や
自
己
負
担
額
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
確
認
の
上
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

高齢受給者証
　国民健康保険
に加入している
70歳以上の方は、
送付する黄緑色
の受給者証を８
月１日からお使
いください。

後期高齢者医療被保険者証
　後期高齢者医
療保険の被保険
者の方は、送付
するオレンジ色
の被保険者証を
８月１日からお
使いください。

◆
自
己
負
担
の
限
度
額
認
定

や
、
入
院
時
の
食
事
代
の
減

額
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は

再
度
申
請
が
必
要
で
す
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６
月
６
日
、
第
一
小
学
校
三
年
生

児
童
ら
約
70
人
が
木
津
の
畑
に
植
え

ら
れ
た
じ
ゃ
が
い
も
を
一
斉
に
収
穫

し
、
青
く
晴
れ
た
空
の
下
、
汗
を
流

し
な
が
ら
土
と
触
れ
合
い
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
平
成
20
年
か
ら

行
わ
れ
て
お
り
、「
児
童
ら
の
屋
外
体

験
に
使
っ
て
欲
し
い
」と
山
本
義
一

さ
ん（
木
津
）が
畑
と
作
物
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
収
穫
さ
れ
た
じ
ゃ
が
い

も
は
児
童
ら
が
持
ち
帰
る
ほ
か
、
食

育
の
一
環
と
し
て
同
校
の
給
食
で
お

い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守

る
た
め
、
地
元
の
町
内
会・老
人
会・

婦
人
会
が
地
域
一
丸
と
な
り
、
畑
ま

で
の
移
動
や
収
穫
作
業
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

明
神
幼
稚
園
で
６
月
15
日
、

ジ
ャ
ン
ボ
し
ゃ
ぼ
ん
玉
大
会
が
行

わ
れ
、
園
児
47
人
が
屋
外
で
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
の

行
事
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
教
育
倫

理
プ
ラ
ザ
」の
皆
さ
ん
の
協
力
の

も
と
開
か
れ
た
も
の
で
、
同
幼
稚

園
で
は
初
め
て
。

　
園
児
ら
は
、
し
ゃ
ぼ
ん
玉
の
説

明
や
作
り
方
な
ど
を
聞
い
た
後
、

い
よ
い
よ
し
ゃ
ぼ
ん
玉
作
り
に
挑

戦
！
星
や
ハ
ー
ト
の
形
を
し
た
枠

や
う
ち
わ
を
使
っ
て
作
る
大
き
な

し
ゃ
ぼ
ん
玉
に
大
喜
び
で
、
思
い

思
い
に
動
き
回
っ
て
し
ゃ
ぼ
ん
玉

を
飛
ば
し
ま
し
た
。
園
庭
に
は
園

児
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
歓
声
が
響

き
、
た
く
さ
ん
の
虹
色
の
し
ゃ
ぼ

ん
玉
が
梅
雨
晴
れ
の
青
空
に
舞
い
上

が
り
ま
し
た
。

■ 

ホ
ー
ス
延
長
の
訓
練
を
行
う
新
団
員

　鳴門の将来を担う子どもたちのため
にと、６月13日、鳴門ガス株式会社（撫
養町南浜）から市へ30万円が寄付され
ました。鳴門ガスは平成10年から寄付
を続けており、今年は第一小学校の教
育資金に充てられる予定です。

大
き
い
の
出
て
こ
い
！ 

じ
ゃ
が
い
も
掘
り
体
験

虹
色
の
ジ
ャ
ン
ボ
し
ゃ
ぼ
ん
玉
飛
ん
だ
！

消防活動の基礎を学ぶ

ぞ・め・きのリズムで心躍る

子どもたちのために
　鳴門ガス㈱が寄付

■ 一足早い夏を楽しむ参加者

■ 一生懸命に茎を引っ張り、じゃがいもを探す児童ら

■ 大きなしゃぼん玉を作る園児ら

　６月18日～28日の間、毎年恒例の阿波おどり鳴り
物教室が開催され、市阿波踊振興協会指導のもと、
多くの参加者が真剣に講師の言葉に耳を傾け、額に
汗を流しながら、練習に取り組んでいました。
　同教室は男女の踊りと鳴り物（笛・三味線）の各パー
トに分かれて基本から指導・練習を行っており、初
めての参加者もぞめきのリズムを楽しんでいました。

　６月３日、鳴門ウチノ海総合公園で、消防
活動で必要な基礎的な動作を学ぶため、新消
防団員などを対象とした訓練が実施されまし
た。
　髙橋消防団長の訓示、泉市長の激励後、回
れ右などの基本動作訓練や、消防団員の心得
などの研修を行いました。
　基本動作や消防ホースの連結訓練などを
行った新入団員は、慣れない動きや初めて扱
う消防資機材に戸惑っていましたが、次第に
統制のとれた行動に変わっていきました。
　また、同訓練には女性団員10人も参加し、
男性団員に負けない統制された動きを見せて
いました。
　市消防団には平成24年４月１日時点で975
人（平成23年４月１日から12人増）が登録され
ています。市消防本部では、市の防災力をさ
らに向上させるため、引き続き消防団員を募
集しています。
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～
６
人
程
度（
先
着
順
）。

各
月
の
実
施
日
に
つ
い
て

は
、
学
校
教
育
課
へ
。

【
実
施
予
定
月
】７
月･

８

月･

10
月･

12
月･

２
月（
相
談
時
間
：
午

後
５
時
30
分
～
７
時
30
分
）

【
と
こ
ろ
】市
教
育
委
員
会
２
階
相
談
室

お
よ
び
３
階
会
議
室 

【
相
談
員
】鳴
門
教
育
大
学
保
育
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
お
よ
び
特
別
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課  

☎
６
８

６・８
８
０
２

出
張
年
金
相
談

　
年
金
記
録
、
各
種
の
年
金
に
関
す
る

「
社
会
保
険
労
務
士
の
無
料
相
談（
予
約

制
）」を
開
催
し
ま
す
。

【
と

き
】７
月
19
日（
木
）午
前
10
時
～

午
後
３
時　
※
次
回
は
８
月
21
日（
火
）

【
と
こ
ろ
】共
済
会
館
３
階
小
会
議
室

【
申
し
込
み
】徳
島
社
会
保
険
労
務
士
会

☎
０
１
２
０・９
６
７
９
５
１

【
問
】徳
島
北
年
金
事
務
所

☎
６
５
５・０
９
２
０

「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
」の
ご
案
内

　
中
退
共
の
退
職
金
制
度
は
、
短
時
間

労
働
者
の
方
の
た
め
の
特
例
掛
金
月
額

も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
に

よ
る
掛
金
助
成
や
税
法
上
の
優
遇
も
受

け
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
】（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
中

小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
☎
０
３

・
６
９
０
７・１
２
３
４

講
座・教
室・試
験
な
ど

普
通
救
命
講
習

【
と

き
】８
月
19
日（
日
）午
前
９
時
～
正
午

【
と
こ
ろ
】市
消
防
本
部
３
階

【
対
象
者
】市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
15

歳
以
上
の
方（
先
着
10
人
）

【
内

容
】心
肺
蘇
生
法（
胸
骨
圧
迫
、

人
工
呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
）、
異
物

除
去
、
止
血
法
、
そ
の
他
の
応
急
手
当

【
申
し
込
み
】７
月
31
日（
火
）ま
で
に
市

消
防
本
部
予
防
課（
☎
６
８
４･

１
６

４
０
）へ
。

狩
猟
免
許
試
験
・
講
習
会

　
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化

に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
く
狩
猟
免
許

試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

（
第
１
回
）７
月
22
日（
日
）午
前
10
時
か

ら（
申
込
期
限
：
７
月
12
日
ま
で
）

（
第
２
回
）８
月
22
日（
水
）午
前
10
時
か

ら（
申
込
期
限
：
８
月
13
日
ま
で
）

【
と
こ
ろ
】徳
島
県
徳
島
合
同
庁
舎

  

ま
た
、「
狩
猟
免
許
試
験
講
習
会
」が

次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
と　
き
】８
月
12
日（
日
）午
前
10
時
か
ら

※
先
着
50
人（
申
込
期
限
：
８
月
１
日
ま

で)【
と
こ
ろ
】徳
島
県
猟
友
会（
徳
島
市
南
仲

之
町
４
丁
目
18
）☎
６
２
３･

１
６
１
７

◆
詳
し
く
は
、
東
部
農
林
水
産
局
徳
島

庁
舎（
☎
６
２
６・８
５
８
２
）ま
た
は
市

役
所
農
林
水
産
課（
☎
６
８
４・１
１
５

４
）へ
。

※
申
請
書
な
ど
は
農
林
水
産
課
に
あ
り

ま
す
。

生
活（
暮
ら
し
）

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

◆
ベ
ビ
ー
カ
ー 

◆
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

◆
大
人
用
自
転
車 

◆
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ

【
問
】市
消
費
者
協
会

☎
６
８
６･
３
７
７
６

夏
季
個
別
金
融
相
談

　
市
、
鳴
門
商
工
会
議
所
、
大
麻
町
商

工
会
が
合
同
で
、
金
融
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
中
小
企
業
の
経
営
者
を
対
象

に
日
本
政
策
金
融
公
庫
や
市
の
融
資
制

度
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
と

き
】７
月
13
日（
金
）午
前
10
時
～

午
後
３
時

【
と
こ
ろ
】鳴
門
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー

【
問
】市
役
所
商
工
政
策
課　
☎
６
８
４

･

１
１
５
８

若
者
の
就
労
相
談
会（
無
料
・
予
約
制
）

【
と
き
／
と
こ
ろ
】７
月
30
日（
月
）午
後

１
時
～
５
時
／
市
役
所
共
済
会
館
３
階

小
会
議
室

【
問
】と
く
し
ま
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
６
０
２･

０
５
５
３

無
料
教
育
相
談
の
ご
案
内

　
お
子
さ
ん
の
発
達
や
子
育
て
に
悩
み

の
あ
る
就
学
前（
３
～
６
歳
）の
幼
児
の

保
護
者
が
対
象
で
す
。
１
日
に
つ
き
４

相　談　名 日　　　　　　時 場　　　　　　所 問　い　合　わ　せ
行 政 相 談 ７月13日㈮ 午後１時〜４時 市役所本庁１階市民相談室 秘　書　広　報　課（☎684・1118）

人 権 相 談 ７月20日㈮ 午後１時30分〜４時30分 市役所本庁１階市民相談室 人  権  推  進  課（☎684・1148）
（ 電 話 相 談  ☎684・1548）

成年後見制度相談 ７月18日㈬ 午後１時30分〜３時30分（基本予約） 市役所本庁１階会議室 長　寿　介　護　課（☎684・1175）

女 性 相 談 月〜金曜　午前８時30分〜午後５時 女性子ども支援センター 女 性 子 ど も 支 援 セ ン タ ー
（☎684・1413）７月11日㈬ 午後１時〜４時（要予約） 人権福祉センター2階会議室

心 配 ご と 相 談 毎週金曜の午前９時〜午後３時 老人福祉センター心配ごと相談所 市社会福祉協議会（☎685・7170）
身 体 障 害 者 相 談 月〜金曜（祝日を除く）午前９時30分〜正午 市身体障害者会館 身 体 障 害 者 会 館（☎686・4144） 
Ｎ Ｐ Ｏ 相 談 月〜金曜（祝日、年末年始は休み）午後１時〜６時 老人福祉センター１階ボランティアセンター 市民活動支援センター（☎685・7170）
消 費 生 活 相 談 月〜金曜（祝日を除く）午前９時30分〜午後３時30分 消費生活センター 消費生活センター（☎686・3776）

暮らしの相談お気軽に無料相談

がんばれ！ 徳島ヴォルティス
ポカリスエットスタジアムでのゲーム日程
7月22日（日）18:30～ 対 ギラヴァンツ北九州

【問】徳島ヴォルティス ☎672･7339

徳島インディゴソックスを応援しよう！
オロナミンC球場での試合日程
7月８日（日）13:00～ 対 香川オリーブガイナーズ
8月３日（金）18:00～ 対 高知ファイティングドッグス

【問】徳島インディゴソックス ☎679･8915

文化会館
７月の駐車制限日程
◆６日（金）9:00〜22:00
◆８日（日）9:00〜22:00
◆13日（金）9:00〜22:00

第一土曜日市民課開設中止のお知らせ
　７月７日の第一土曜日は、住基
法改正による機器入替工事のため、
市民課開設は中止とさせていただ
きますのでご了承ください。
自動交付機休止のお知らせ　
　７月７日（土）、７月８日（日）は、
住基法改正による機器入替工事の
ため、終日休止させていただきます。

16平成24年７月号



●
手
す
き
は
が
き
教
室

　
手
す
き
は
が
き
作
り
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
と

き
】７
月
26
日（
木
）午
後
１
時
～

３
時

【
募

集
】10
人（
先
着
順
）

【
準
備
物
】牛
乳
パ
ッ
ク
３
枚
、
タ
オ
ル

３
枚
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
１
枚

【
と
こ
ろ
】市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
３
階

環
境
学
習
館

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】市
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
環
境
学
習
館　
☎
６
８
３

・
７
５
６
８

シ
ル
バ
ー
楽
々
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室（
参
加
無
料
）

　
元
気
に
過
ご
す
た
め
に
は
食
事
は
と

て
も
大
切
な
要
素
で
す
。
特
に
高
齢
者

は
低
栄
養
状
態
と
な
る
可
能
性
も
高

く
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
摂
取

す
る
こ
と
を
心
が
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
栄
養
士
の
先
生
の
指
導
の
も
と
一

緒
に
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

【
と

き
】第
１
回
７
月
20
日（
金
）　
第

２
回
８
月
28
日（
火
）　
第
３
回
９
月
25

日（
火
）　
各
日
午
前
10
時
～
午
後
１
時

【
と
こ
ろ
】里
浦
公
民
館
２
階

【
対

象
】次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方

／
①
市
内
在
住
で
65
歳
以
上（
要
介
護
・

要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
な
い
）の
方

　

②
前
回（
４
月

～
６
月
）の
同
教

室
を
受
講
さ
れ
て

い
な
い
方　
③
可

能
な
限
り
３
回
全

て
受
講
で
き
る
方

【
内

容
】身
近
な
食
材
や
旬
の
食
材
を

夏
休
み
親
子
魚
の
捌さ
ば
き
方
教
室

　
親
子
で
旬
の
魚
を
捌
き
ま
せ
ん
か
？

【
と

き
】７
月
28
日（
土
）午
前
９
時
30

分
～
正
午

【
と
こ
ろ
】北
泊
漁
業
協
同
組
合

【
対

象
】親（
保
護
者
）と
子（
小
中
学
生
）

【
募
集
人
数
】定
員
15
組（
先
着
順
）

【
材
料
費
】１
組
２
千
円

【
準
備
物
】良
く
切
れ
る
包
丁
、
エ
プ
ロ

ン
、
ぬ
れ
て
も
よ
い
服
装

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】７
月
２
日

（
月
）～
24
日（
火
）に
市

役
所
農
林
水
産
課（
☎

６
８
４・
１
１
５
２
）へ

電
話
、
も
し
く
は
電
子

申
請
で
。

環
境
学
習
館
の
各
種
教
室

●
洋
裁
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

　
残
布
・
着
て
い
な
い
服
か
ら
夏
の
帽
子

や
水
筒
入
れ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
と

き
】７
月
10
日（
火
）、
17
日（
火
）

午
前
９
時
30
分
～
正
午

【
募

集
】各
10
人（
先
着
順
）

【
準
備
物
】し
っ
か
り
し
た
木
綿
、
ま
た

は
デ
ニ
ム
の
生
地
、
芯（
パ
ネ
シ
ン
）、

裏
布
少
々
、
裁
縫
道
具（
針
、
糸
、
は

さ
み
、
ペ
ン
シ
ル
型
チ
ャ
コ
、
さ
し
な

ど
）、
筆
記
用
具 

●
土
星
と
夏
の
星
座
観
測
会

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
屋
上
で
夏
の
夜

空
に
あ
る
天
体
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
！

【
と
き
】７
月
25
日（
水
）午
後
７
時
～
８
時
30
分

※
３
階
研
修
室
集
合
、
中
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
。
天
候
不
良
で
中
止
の
場

合
、
午
後
４
時
頃
に
連
絡
し
ま
す
。

使
っ
た
料
理
教
室

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】鳴
門
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
貴
洋
会　
☎
６

８
３・１
０
７
５
／ 

FAX
６
８
３・１
０
７
６

中
小
企
業
の
元
気
が
鳴
門
市
の
元
気
！

エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
演
会

　
企
業
家
精
神
あ
ふ
れ
る
地
元
の
中
小

企
業
が
活
躍
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
を

創
出
し
、
地
元
企
業
を
成
長
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
地
域

経
済
を
活
性
化
さ

せ
る
政
策「
エ
コ
ノ

ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
」の
学
習
を
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
！

※
参
加
無
料

【
講

師
】拓
殖
大
学
政
経
学
部 

山
本 

尚
史 

教
授

【
と

き
】７
月
19
日（
木
）午
後
６
時
～

８
時

【
と
こ
ろ
】市
役
所
共
済
会
館
３
階
会
議
室

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】市
役
所
商

工
政
策
課　

☎
６
８
４・
１
１
５
８　

FAX
６
８
４・１
３
３
９

鳴
門
病
院
糖
尿
病
教
室

【
と

き
】７
月
10
日
、
24
日
、
８
月
14

日
、
28
日
、
各
日
午
後
２
時
～
３
時
30

分　
９
月
11
日（
試
食
会
）午
前
11
時
～

午
後
１
時
※
全
て
火
曜
日

【
と
こ
ろ
】鳴
門
病
院
３
階
大
会
議
室

【
費

用
】鳴
門
病
院
で
糖
尿
病
治
療
中

の
方
は
健
康
保
険
適
応
と
な
り
負
担
割

合
に
応
じ
た
料
金
が
必
要
。
そ
れ
以
外

の
方
は
実
費
８
０
０
円
／
月
必
要
。
９

　放送チャンネル・時間はリビング鳴門の番組表をご覧ください。
テレビ広報なると
▶７月10日まで　市県民税について　　 ▶７月11日から　節電にご協力ください
鳴門ビデオボランティア制作番組
▶７月10日まで
①春の山里／杉原勲（徳島市）
②歌と踊は楽しい／豊田三郎（板東）

▶７月11日から
①津波の避難経路　整備が進む／山内茂雄（岡崎）
②ヒナゲシ／杉原勲（徳島市）

市民チャンネル番組ガイド

月
11
日
の
試
食
会
は
千
円
必
要
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】試
食
会
の

み
事
前
申
し
込
み
必
要
。
鳴
門
病
院
栄

養
科　
☎
６
８
３・１
８
５
４

テ
レ
ワ
ー
カ
ー
育
成
講
習
会

【
と
き
】◆
第
１
期　
７
月
14
日（
土
）～

16
日（
月
）※
募
集
締
切
７
月
11
日（
水
）

◆
第
２
期　

７
月
28
日（
土
）～
30
日

（
月
）※
募
集
締
切
７
月
25
日（
水
）

【
と
こ
ろ
】阿
南
市
商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー

【
定
員
／
受
講
料
】各
20
人
／
無
料

【
内

容
】在
宅
就
業
の
基
本
、J
C
I

在
宅
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
構
成
、e

−

ラ
ー
ニ
ン
グ
基
本
操
作
、
シ
ン
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
基
本
操
作
、
テ
レ
ワ
ー
ク
体

験
実
習
な
ど
を
通
し
て
、
テ
レ
ワ
ー

カ
ー
と
し
て
の
基
本
的
な
ス
キ
ル
を
身

に
付
け
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】鳴
門
市
大

麻
町
池
谷
字
丸
池
29

−

３  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
Ｊ
Ｃ
Ｉ
・
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク（
☎
／
FAX
６
８
３・５
１
０
１
）ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
学
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル（
参
加
無
料
）

【
と

き
】

①
７
月
22
日（
日
）午
後
１
時
～
４
時

②
７
月
23
日（
月
）午
前
９
時
～
正
午

【
内

容
】公
開
講
座｢

や
っ
て
み
よ
う
！！

血
圧
測
定｣

、
看
護
技
術
体
験
、
在
校

生
と
の
座
談
会
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】７
月
６
日

（
金
）ま
で
に
、同
看
護
学
校
事
務
室（
☎

６
７
２･

４
５
３
４
）へ
。

７月のクリーンセンター業務案内
　14日（土）は三連休の初日にあた
りますので、午前８時30分から正
午まで、ごみ持込受付を行います。
　16日（月）海の日は、クリーンセ
ンター休業（ごみ収集・持込受付
ともに休み）ですので、お間違い
の無いようお気を付けください。

【問】市クリーンセンター　
☎683・7570／FAX683・7579
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催
し

７
月
１
日（
日
）～
29
日（
日
）

ハ
マ
ボ
ウ
祭
り
・
ヒ
マ
ワ
リ
祭
り

　
市
内
各
所
の
観
賞
ポ
イ
ン
ト
と
左
記

の
交
流
接
待
所
で
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。
接
待
所
で
は
、
飲
み
物
・
コ
ス
モ

ス
の
種
の
配
布
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
ハ
マ
ボ
ウ
祭
り
】

●
７
月
６
日（
金
）堀
江
北
小
学
校
前

（
午
前
10
時
～
正
午
）

●
７
月
15
日（
日
）粟
田
仲
良
し
公
園（
午

前
９
時
～
午
後
１
時
）／
木
津
神
地
区

ふ
れ
あ
い
運
動
場（
午
前
９
時
～
正
午
）

【
ヒ
マ
ワ
リ
祭
り
】

●
７
月
28
日（
土
）鳴
門
西-
ふ
れ
あ
い

広
場（
午
前
９
時
～
正
午
）

●
７
月
29
日（
日
）板
東-

鳴
池
線
極
楽

寺
前（
午
前
９
時
～
正
午
）

【
問
】鳴
門
市
花
街
道
・
地
域
づ
く
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク　

☎
６
８
６･

３
９
７
８

／
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課　
☎
６
８

４・１
１
８
９

「
ご
み
減
量
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」入
賞

作
品
展
in
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

【
と

き
】７
月
１
日（
日
）～
29
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
火
曜
休
館
）

【
と
こ
ろ
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

【
問
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園
事
務
所

☎
６
８
３・６
５
５
６

林 

紀
恵 

遺
作
展  

草
木
染
と
織
の
世
界

【
と

き
】７
月
１
日（
日
）～
８
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

【
と
こ
ろ
／
入
館
料
】市
賀
川
豊
彦
記
念

館
／
一
般
２
０
０
円  

小
中
学
生
１
０
０
円

【
内

容
】大
麻
山
の
懐
で
生
ま
れ
た
草

木
染
め
作
品
を
展
示

【
問
】阿
波
の
ま
ほ
ろ
ば
実
行
委
員
会

☎
６
８
９・１
２
２
７

鳴
門
市
民
劇
場｢

東
京
原
子
核
ク
ラ
ブ｣

【
と
き
／
と
こ
ろ
】７
月
６
日（
金
）午
後

６
時
30
分
開
演
／
市
文
化
会
館

【
出

演
】田
中
壮
太
郎
、
西
山
水
木
ほ
か

【
入
場
料
】５
千
円（
入
会
金
２
５
０
０

円
、
月
会
費
２
５
０
０
円
）※
入
会
が

必
要
。
問
い
合
わ
せ
は
市
民
劇
場
事
務

局（
☎
／
FAX
６
８
４･

１
７
７
７
）へ
。

大
谷
焼  

若
手
三
人
展

【
と
き
】７
月
12
日（
木
）～
16
日（
月
・
祝
）

午
前
10
時
～
午
後
５
時
※
入
場
無
料

【
と
こ
ろ
】ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｍ
＆
Ｍ

【
出
展
者
】「
元
山
窯
」 

田
村 

栄
一
郎
、

陶
業
会
館「
梅
里
窯
」 

森 

裕
紀
、「
大
西

陶
器
製
造
所
」 
勝
浦 

直
紀

【
問
】鳴
門
市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

☎
６
８
４・１
６
８
５

冒
険
し
よ
う
！
わ
く
わ
く
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

【
と
き
】７
月
14
日（
土
）～
16
日（
月・祝
）

【
と
こ
ろ
】神
山
コ
ッ
ト
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

キ
ャ
ン
プ
場（
貸
し
切
り
バ
ス
で
移
動
）

【
対

象
】小
学
３
年
生
～
中

学
２
年
生
、
先
着
45
人

【
参
加
費
】８
千
円

【
申
し
込
み
】７
月
５
日（
木
）

ま
で
に
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
鳴
門
第
９

団　
山
本（
☎
６
８
６･

６
０
２
３
／
Ｅ

メ
ー
ルsett-15@

tv-naruto.ne.jp

）へ
。

※
子
ど
も
ゆ
め
基
金（
独
立
行
政
法
人
青

少
年
教
育
振
興
機
構
）助
成
活
動
で
す
。

ス
ロ
ー
リ
ー 

ラ
イ
ブ 

vol
・
14

　
音
楽
愛
好
家
に
よ
る
音
楽
イ
ベ
ン
ト

【
と
き
／
と
こ
ろ
】７
月
15
日（
日
）午
前

10
時
～
午
後
４
時
／
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク

広
場（
市
文
化
会
館
横
）

【
問
】な
る
と
に
ぎ
わ
い
座
☎
０
９
０
・

９
５
５
５・９
６
７
１

な
る
と
再
発
見
子
ど
も
バ
ス

【
と

き
】７
月
21
日（
土
）

【
コ
ー
ス
】市
文
化
会
館
前
に
午
前
８
時

30
分
集
合
～
市
文
化
会
館
～
鳴
門
市
消

防
署
～
鳴
門
駅
か
ら
阿
波
大
谷
駅
ま
で

JR
で
移
動
～
堀
江
北
小
学
校（
昼
食
・

お
話
タ
イ
ム
）～
大
谷
焼
絵
付
け
体
験

～
渡
船（
高
島
～
黒
崎
）～
鳴
門
塩
業
株

式
会
社
～
文
化
会
館（
午
後
５
時
着
）

【
対

象
】鳴
門
市
内
の
小
学
４
～
６
年

生（
先
着
40
人
）

【
準
備
物
】弁
当･

水
筒･

帽
子･

タ
オ
ル･

筆
記
用
具･

動
き
や
す
い
服
装

【
参
加
費
】１
５
０
０
円

【
申
し
込
み
】小
学
校
か
ら
配
布
さ
れ
る

申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

７
月
６
日（
金
）ま
で
に
市
役
所
子
ど
も

い
き
い
き
課（
☎
６
８
４･

１
２
２
５
／

FAX
６
８
４･

１
３
３
６
）へ
。

新
池
川
の
清
掃
活
動
参
加
者
募
集

【
と

き
】７
月
22
日（
日
）午
前
９
時
か
ら

【
集
合
場
所
】新
池
川
警
察
前
の
池

【
内

容
】新
池
川
土
手
の
草
刈
り
と
ご

み
拾
い
※
軍
手
・
ご
み
袋
は
配
布
。
草

刈
り
機
・
鎌
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

【
問
】新
池
川
を
き
れ
い
に
す
る
会　
乾

☎
０
９
０・３
１
８
１・１
４
０
２

道
の
駅｢

第
九
の
里｣

６
周
年
ま
つ
り

【
と
き
／
と
こ
ろ
】７
月
22
日（
日
）午
前

10
時
～
午
後
４
時
／
道
の
駅｢

第
九
の
里｣

【
内

容
】▼
物
産
館
な
ど
で
５
０
０
円

購
入
ご
と
に
１
回
福
引
き
▼
大
谷
焼
ろ

く
ろ
・
絵
付
け
体
験（
ろ
く
ろ
体
験
一

部
無
料
）▼
障
が
い
者
支
援
施
設
バ
ザ
ー

▼
動
物
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
▼
旬
の
果

実
シ
ロ
ッ
プ
か
き
氷
ほ
か
軽
食
コ
ー
ナ

ー
▼
紙
ヒ
コ
ー
キ
と
ば
し
選
手
権（
午

後
２
時
～
）な
ど
の
昔
遊
び
体
験

【
問
】道
の
駅｢

第
九
の
里｣

☎
６
８
９・１
１
１
９

第
３
回
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ 

Ａア
オ
ス
フ
ル
ー
ク

Ｕ
Ｓ
Ｆ
Ｌ
Ｕ
Ｇ

【
と

き
】７
月
28
日（
土
）午
前
９
時
か
ら

【
と
こ
ろ
】バ
ル
ト
の
庭

【
内

容
】板
東
で
過
ご
し
た
ド
イ
ツ
兵

俘
虜
の
足
跡
を
訪
ね
、
ガ
イ
ド
が
案
内

し
な
が
ら
全
長
10
㌔
の
遠
足（
ア
オ
ス
フ

ル
ー
ク
）を
行
い
ま
す
。
※
楽
し
み
券
付

【
募
集
人
数
】小
学
生
以
上
50
人
程
度

【
参
加
費
】大
人
８
０
０
円 

小
人
５
０
０

円（
昼
食・施
設
維
持
協
力
金・保
険
含
む
）

【
申
し
込
み
】７
月
23
日（
月
）ま
で
に
バ

ル
ト
の
庭（
☎
６
８
９･

２
１
６
３
）へ
。

石
鎚
山
ハ
イ
キ
ン
グ

【
集

合
】７
月
29
日（
日
）午
前
５
時
に

に
市
文
化
会
館
北
側
駐
車
場
へ

【
募

集
】20
人（
先
着
順
）

　市では９月17日に行う｢敬老の日のつどい｣で、今年、
婚姻から下記の節目を迎えるご夫婦に記念品を贈ります。
該当するご夫婦はお申し込みください。

【対    象】鳴門市の住民基本台帳に記録されている市内在
住者で、次に該当する方
◆金婚＝昭和37年に婚姻届を出した同居の夫婦

◆ダイヤモンド婚＝昭和27年に婚姻届を出した同居の夫婦
◆プラチナ婚＝昭和12年に婚姻届を出した同居の夫婦

【申し込み】７月20日(金)までに申請書に夫婦の戸籍抄
本を添えて、市役所長寿介護課または市内各
連絡所へご提出ください。

【問】市役所長寿介護課　☎684･1175

金婚・ダイヤモンド婚・プラチナ婚夫婦に記念品
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【
参
加
費
】５
５
０
０
円
程
度

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】７
月
20
日

（
金
）ま
で
に
鳴
門
岳
友
会　
緒
方

☎
０
９
０・８
６
９
５･

３
３
７
３
へ
。

第
九
の
里
コ
ン
サ
ー
ト

【
と

き
】７
月
29
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

【
と
こ
ろ
】市
ド
イ
ツ
館
※
入
場
無
料

【
内

容
】大
麻
小
・
中
学
生
や
一
般
団

体
の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏
と
合
唱
、
特

別
出
演
：
お
つ
る
唄
物
語
実
行
委
員
会

【
問
】板
東
地
区
自
治
振
興
会　
文
化
部

丸
平　
☎
６
８
９・２
９
４
８

募　

集

な
る
と
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
歩

く『
門
前
通
り
お
も
て
な
し
の
街
・
板
東
』

【
と

き
】７
月
25
日（
水
）※
小
雨
決
行

【
コ
ー
ス
】JR
板
東
駅
周
辺
歩
行
約
４
㌔

（
午
後
０
時
20
分
頃
解
散
予
定
）

【
集
合
場
所
】JR
板
東
駅（
午
前
10
時
45

分
集
合
）※
駐
車
場
有

【
参
加
費
】無
料

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】な
る
と
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
会
事
務
局（
市

観
光
協
会
内
）☎
６
８
４・１
７
３
１
へ
。

※
定
員
25
人
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

平
和
朗
読
会
の
朗
読
者
募
集

　
平
和
に
つ
い
て
の
詩
や
エ
ッ
セ
イ
の
朗

読
者
を
募
集
し
ま
す
。（
朗
読
５
分
以
内
）

【
と
き
】８
月
６
日（
月
）午
前
10
時
～
正
午

【
と
こ
ろ
】市
賀
川
豊
彦
記
念
館
２
階

【
募
集
人
数
】10
人

【
申
込
期
限
】７
月
20
日（
金
）ま
で

【
申
し
込
み
】市
賀
川
豊
彦
記
念
館（
☎

／
FAX
６
８
９・５
０
５
０
）へ
。

市
税
の
徴
収
嘱
託
員
を
募
集
し
ま
す

【
募
集
人
数
】１
人

【
勤
務
内
容
】市
税
の
未
納
者
宅
へ
の
訪

問
徴
収
な
ど

【
応
募
資
格
】平
成
24
年
４
月
１
日
現

在
、
満
20
歳
以
上
で
普
通
自
動
車
免
許

を
持
っ
て
い
る
方

【
任
用
期
間
】平
成
24
年
８
月
１
日
～
平

成
25
年
３
月
31
日（
１
週
お
お
む
ね
30

時
間
勤
務
。
勤
務
成
績
に
よ
り
更
新
し

継
続
雇
用
可
能
）

【
賃

金
】基
本
給
11
万
円
＋
歩
合
給

【
選

考
】７
月
18
日（
水
）午
前
10
時
か

ら
市
役
所
共
済
会
館
３
階
で
面
接
・
実

技
審
査

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】市
販
の
履

歴
書（
写
真
添
付
）に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
７
月
12
日（
木
）［
当
日
必
着
］ま
で

に
、
〒
７
７
２・８
５
０
１   

市
役
所
税

務
課（
☎
６
８
４・１
１
３
２
）へ
。

ル
ミ
ネ
カ
ン
バ
ス（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
文
字
パ

ネ
ル
）制
作
者
募
集

　
市
で
は
、
毎
年
11
月
の
児
童
虐
待
防

止
推
進
月
間
に
、
市
役
所
庁
舎
前
に
ル

ミ
ネ
カ
ン
バ
ス
を
設
置
し
、
オ
レ
ン
ジ

リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
児
童
虐
待
防

止
運
動
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
も
新
た
に
ル
ミ
ネ
カ
ン
バ
ス
を

市
民
の
方
に
制
作
し
て
い
た
だ
き
、
人

気
投
票
を
す
る
予
定
で
す
。
家
族
や
グ

ル
ー
プ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
募
集
内
容
】ボ
ー
ド（
１
ｍ
×
１
ｍ
）に

Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
差
し
込
み
、
児
童
虐
待
防
止

を
テ
ー
マ
に
絵
・
文
字
な
ど
を
デ
ザ
イ

ン
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
差
し
込

み
は
簡
単
に
で
き
ま
す
。

【
応
募
資
格
】市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

【
申
し
込
み
】７
月
31
日（
火
）ま
で
に
市

役
所
子
ど
も
い
き
い
き
課（
☎
６
８
４
・

１
６
５
７
）へ
申
込
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
※
完
成
作
品
は
10
月
12
日

（
金
）ま
で
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

鳴
門
病
院  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

希
望
者
募
集

　

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
お
気
持
ち

と
貴
重
な
お
時
間
を
提
供
し
て
い
た
だ

き
、
よ
り
行
き
届
い
た
患
者
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
、
地

域
社
会
の
新
鮮
な
風
を
院
内
に
吹
き
込

ん
で
い
た
だ
き
、
地
域
に
根
ざ
し
た
病

院
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
活
動
内
容
】①
来
院
患
者
さ
ん
の
車
椅

子
な
ど
の
介
助
②
外
来
患
者
さ
ん
を
診

療
科
、
採
血
室
、
生
理
検
査
室
お
よ
び

放
射
線
検
査
な
ど
に
案
内
③
入
院
患
者

さ
ん
の
話
し
相
手
や
食
事
の
介
助
④
当

院
敷
地
内
の
植
栽
の
手
入
れ
・
管
理
⑤

音
楽
活
動
や
演
劇
活
動

【
活
動
日
時
】土
日
祝
日
以
外
の
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
の
都
合
の
よ
い
時
間

【
特

典
】健
康
診
断
が
無
料
で
受
け
ら

れ
ま
す
。

【
問
】健
康
保
険
鳴
門
病
院　

庶
務
課･

厚
生
課  

☎
６
８
３・０
０
１
１
㈹

BOAT RACE鳴門
【ボートレース鳴門開催】 ●７月７日（土）～11日（水）第38回日刊スポーツ杯 ●14日（土）
～18日（水）第32回スポーツ報知杯 ●21日（土）～24日（火）サマーカップ ●31日（火）～８
月５日（日）GⅢ 第12回オロナミンCカップ
【場外発売】●７月７日（土）～９日（月）GⅠ 徳山周年〔徳山〕 ●10日（火）～11日（水）およ
び14日（土）～15日（日）GⅡ MB大賞大村〔大村〕 ●17日（火）～22日（日）SG尼崎オーシャ
ンカップ〔尼崎〕 ●31日（火）～８月５日（日）GⅠ 若松女子王座〔若松ナイター〕
【エディウィン鳴門】７月27日（金）は休館します。

キ
ョ
ー
エ
イ
４
階
催
し
※
入
場
無
料

「
線
の
会
」の
絵
手
紙
展
と

「
広
瀬
千
代
子
」の
絵
封
筒
切
手
あ
そ
び

【
と

き
】７
月
６
日（
金
）～
８
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時（
８
日
の
み
３
時
）

【
問
】浜
尾　
☎
０
９
０・４
９
７
２・８

１
４
２

第
２
回
東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

【
と

き
】７
月
８
日（
日
）午
前
10
時
～

午
後
２
時

【
内

容
】藍
染
・
草
木
染
作
品（
ハ
ン

カ
チ
・
ス
ト
ー
ル
・
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
小
物

な
ど
）、
家
庭
用
品
、
衣
服
な
ど
出
品
。

染
色
体
験
親
子
教
室
も
同
時
開
催
！

（
ハ
ン
カ
チ
・
染
料
代
実
費
２
０
０
円
）

【
問
】染
色
教
室「
彩
」☎
６
８
６・１
３
４
０

草
木
染
＆
藍
染
体
験
※
定
員
25
人

【
と

き
】７
月
28
日（
土
）午
前
11
時
～

午
後
４
時

【
問
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
く
ろ
う
の
森

☎
６
８
５・０
３
８
９

図
書
館

 

【
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
展
示
】「
平
和
へ
の
願
い
」

【
特
別
コ
ー
ナ
ー
】 

◆
一
般
室　
「
新
田

次
郎
生
誕
１
０
０
周
年
、
平
和
へ
の
願

い
」 

◆
子
ど
も
室　
「
自
由
研
究
に
関

す
る
本
」

７
月
の
休
館
日　
▼
２
日（
月
）▼
９
日

（
月
）▼
16
日（
月
・
祝
）▼
17
日 

（
火
・

振
替
休
日
）▼
23
日（
月
）▼
30
日（
月
）

▼
31
日（
火･

館
内
整
理
日
） 

【
問
】市
立
図
書
館 

☎
６ 

８ 

５
・
０
２
５
５

／
FAX
６
８
６･

６
５
８
９

今月の納期
固定資産税　 第２期
国民健康保険料 第２期
介護保険料　  第２期
下水道受益者負担金 第１期
７月31日（火）までに市役所税
務課、保険課または指定金融
機関で納めてください。
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児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母
の
離
婚

な
ど
で
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
共
に
し

て
い
な
い
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
対

象
児
童
を
監
護
・
養
育
し
て
い
る
方
に

支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
た
だ
し
、
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
や
、
所
得
額
に
よ
っ
て
は
、
全
部

ま
た
は
一
部
の
給
付
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
対
象
児
童

■
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

■
父
ま
た
は
母
が
政
令
で
定
め
る
障
が

い
の
あ
る
児
童

■
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明
な
児
童

■
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
遺
棄
し
て

い
る
、
ま
た
は
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ

て
い
る
児
童

■
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た

児
童

■
母
が
児
童
を
懐
胎
し
た
と
き
の
事
情

が
不
明
な
児
童

◆
支
給
期
間

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
は
、
申
請
の
あ

っ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
児
童

が
18
歳
に
達
し
た
年

度
末（
政
令
で
定
め

る
障
が
い
の
あ
る
児

童
の
場
合
は
、
20
歳

〔
再
認
定
請
求
が
必

要
〕）ま
で
で
す
。

問 

子
ど
も
い
き
い
き
課

☎
６
８
４・１
２
２
５

ご
存
じ
で
す
か
？

児
童
扶
養
手
当

『鳴門市　食のネットワーク会議』参加者募集
みんなで楽しくいろいろな体験をしてみませんか

◆従来の生ワクチンにかわり不活化ワクチンが導入さ     
　れます
・生ポリオワクチンは経口接種（口から飲む）でしたが、

不活化ポリオワクチンは皮下接種（皮下に注射）とな
ります。

◆４回（初回３回、追加１回）の接種が必要です
・生ポリオワクチンは２回接種でしたが、不活化ポリ

オワクチンは、初回接種として20日以上の間隔をお
いて３回、また、追加接種として初回接種終了後６
か月以上の間隔をおいて１回、合計４回の接種が必
要です。

・接種対象年齢は生ワクチンと同じ生後３か月から７
歳６か月未満です。

・既に生ワクチンで２回の接種が終わっている方は不
活化ワクチンでの接種は必要ありません。生ワクチ
ンで１回接種が終わっている方は、不活化ワクチン
３回の接種が必要となります。詳細につきましては、
後日対象となる方にお知らせします。

・海外などで既に不活化ポリオワクチンを１～３回接
種されている方については、不足分の接種を受ける
ことができます。

・ジフテリア・百日せき・破傷風・不活化ポリオワク
チン（DPT−IPV）の４種混合ワクチンは、平成24年
11月の導入に向けて、現在、薬
事承認申請が行われております。

問 市役所健康づくり課
　 予防接種担当　☎684・1206

【と　　き】／７月22日（日）午前10時～正午（受付9：30～）
【と　こ　ろ】／勤労青少年ホーム３階　講義室・調理実
　　　　　　習室（文化会館向側）

【対　　象】／市内在住の幼児（３歳～未就学児）とその
　　　　　　保護者

【募集人数】／40人程度（初めて参加される方優先｡
　　　　　　希望者多数の場合は抽選｡）

【参　加　費】／１人400円（当日集金）
【内　　容】／食生活改善推進員さんからのお話
　　　　　　「野菜をおいしく食べよう」
　　　　　　調理メニュー
　　　　　　「おにぎり２種類・卵の千草焼き・夏野
　　　　　　菜のミネストローネ・にんじんゼリー」

【申し込み】／各保育所、幼稚園を通じて配布する応募
用紙に必要事項を記入して７月６日（金）までに各保育
所・幼稚園へ提出してください。在宅
の幼児の方は７月10日（火）までに郵便番
号、住所、参加者氏名、年齢、電話番号
を明記し、はがき、FAXまたはEメールで市
役所健康づくり課へお申し込みください。
問 市役所健康づくり課　☎684・1232

おやこの食育教室
【と　　き】／８月６日（月）午前10時～正午
　　　　　　（受付9：30～）

【と　こ　ろ】／勤労青少年ホーム３階　講義室・調理実
　　　　　　習室（文化会館向側）

【対　　象】／市内在住の小学生とその保護者
　　　　　　（５・６年生は児童だけでも参加できま
　　　　　　す）

【募集人数】／40人程度（初めて参加される方優先。
　　　　　　希望者多数の場合は抽選。）

【参　加　費】／１人500円（当日集金）
【内　　容】／学校栄養士さんからのお話
　　　　　　「野菜をおいしく食べよう」
　　　　　　調理メニュー
　　　　　　「夏野菜カレー・フレッシュサラダ・す
　　　　　　だちゼリー」

【申し込み】／各小学校を通じて配
布する応募用紙に必要事項を記入
して７月13日（金）までに各小学校
へ提出してください。
問 市役所健康づくり課　
☎684・1232

夏休み親子ヘルシークッキング教室

９月１日よりポリオワクチンの
接種方法がかわります
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市役所健康づくり課
〒772-8501
撫養町南浜字東浜170

母子保健担当：☎684・1206
成人保健担当：☎684・1137

FAX684・1336
E-mail:kenkozukuri@city.naruto.lg.jp

市役所健康づくり課
〒772-8501
撫養町南浜字東浜170

母子保健担当：☎684・1446
成人保健担当：☎684・1137
予防接種担当：☎684・1206

FAX684・1336
E-mail:kenkozukuri@city.naruto.lg.jp

お問い
合わせ

７月乳幼児健診の日程表
（老人福祉センター 3F）

検 診 名 実 施 日 対 象 児 受付時間
３ 歳 児 健 診 ７月13日㈮ 平成21年１月生まれ 12:30～13:00
１歳６か月児健診 ７月19日㈭ 平成23年１月生まれ 12:30～13:00
９か月児 健 診 ７月12日㈭ 平成23年９月生まれ 12:20～12:40
４か月児 健 診 ７月12日㈭ 平成24年２月生まれ 13:00～13:20

股関節脱臼検診 ７月20日㈮ 平成24年５月生まれ
平成24年２月生まれ 12:40～13:00

７月７日（土） 8：30～12：30
８月４日（土） 8：30～12：30

お元気ＳＵＮROOM

休　日　当　番　医
◎受診は救急患者に限られ、往診はできません。
◎平日・土曜　午後６時～11時
　日曜・祝日　午前９時～午後11時
◎午後11時からは、かかりつけ医などをご利用ください。
◎休日当番医は予告なく変更されていることがあります。 

休日夜間当番医の問い合わせはテレホンガイド（☎685・
3322）へ。

担当医院 ところ 科 　目 電話番号
７月１日 斎 藤 医 院 牛屋島 内 ･ 外 ･ 麻 689･0151

８日 沢内科胃腸科 明 神 内 ･ 消 ･ 胃 688･0611
15日 元 木 医 院 南 浜 内 ･ 消 ･ 小 685･8282
16日 板 東 診 療 所 板 東 内 ･ 消 ･ 小 689･1252
22日 吉田整形外科 木津野 整 ･ リウ ･ リハ  684･1550
29日 レディースクリニック兼松産婦人科 南 浜 内 ･ 小 ･ 産 685･1103

８月５日 森本内科循環器科 木津野 内 ･ 循 686･8181

熱中症に気をつけましょう
～７、８月は熱中症発生のピークです～
　高温多湿な環境で、体内の水分や塩分のバランスが崩
れたり、体温調節機能がうまく働かなくなると、体内に
熱がたまり、筋肉痛や大量の汗、さらには吐き気や倦怠
感などの症状が現れ、重症になると意識障害などがおこ
ります。暑さにまだ慣れていないなど体調の影響もあり、
急に暑くなった日には特に注意しましょう。
　また、就寝中に熱中症を発症することもあり、室内
でも環境整備を心がけましょう。

予防のために
　暑さの感じ方（抵抗力）は人
によって異なります。
　自分に合わせた予防対策を
心がけましょう。無理な節電
も体調を崩す場合があります。

◆こまめに水分（塩分）補給を
する。

◆適度な換気・エアコン・扇風
　機で室温調整をする。
◆すだれや遮光カーテンを利用する。
◆衣服を工夫（通気性、吸湿・速乾）したり、保冷剤や

冷たいタオルなどで体を冷やす。
◆こまめに体温を測る。（特にお子さんや高齢の方）
◆外出時には日傘や帽子を着用し、こまめに休憩を。

＊熱中症患者の約半数は高齢の方
です。喉の渇きを感じなくてもこ
まめに水分補給をしたり、暑さを
感じなくても扇風機やエアコンで
温度調節を心がけましょう。
　熱中症は適切な予防で防ぐこと
ができます。自分に合わせた対策
を心がけるとともに周囲の人にも
気を配り、声をかけあって発生を
防ぎましょう。

もやしとらっきょうのナムル  

 出　展 鳴門市学校給食
 　　　 「なると学校食育の日」の献立

材　料  （4人分）

作り方
1. もやしはゆでて冷ます。小松菜は塩ゆでをし、2cmくらい

の長さに切る。にんじんは千切りにし、塩ゆでをする。
2. さつま揚げは短冊切りにし湯通しする。
3. らっきょうはみじん切りにする。
4. ごまはから煎りをする。
5. Aの調味料をよく混ぜあわせる。
6. 野菜の水分をよく切り、さつま揚げ、らっきょうにAと

ごまを加え和える。

・

もやし …………… 約1袋・

小松菜 …………約1/2束・

にんじん ……… 小1/8・

らっきょう甘酢漬け
　…………………… 約８粒・

さつま揚げ ……約1/2枚・

白いりごま …… 小さじ２

・

薄口醤油 ……… 小さじ２・

砂糖 ………… 小さじ１強・

コチュジャン 小さじ1/4

栄養士からのコメント
　大毛島にある砂地畑でつくられる「鳴門のらっきょ
う」は小粒で色が白くておいしく、シャキシャキした歯
ごたえが特徴です。らっきょう特有の香りは「硫化アリ
ル」という成分で、ニンニクやニラなどにも含まれてお
り、ビタミンB１の吸収を助ける働きがあります。
　疲労回復に効果があるといわれるビタミンB１を多く
含む豚肉のカレーにらっきょうの甘酢漬けを付け合わせ
ると、これからの暑い季節にぴったりのメニューです。
鳴門のおいしいらっきょうをいろんな料理にして味わ
いましょう。

産地 地消 紹介レシピのおいしい

A｛
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心
を
一
つ
に
、 「
第
九
」歓
喜
の
歌
声
響
く

名画をバックに 復興への思いを歌に乗せて…

― 

平
成
19
年
度「
お
ど
る
国
文
祭
」成
果
を
継
承 

―

　「第九」第４楽章に入ると公募ソリ
ストと合唱団全員が一斉に立ち上が
り、声高らかに美しい歌声を披露。
演奏が終わると、会場を埋め尽くす
約1,300人の聴衆から割れんばかり
の拍手がわき起こり、感動の渦に包
まれました。また、今回の演奏会に
は、東日本大震災の影響で昨年参加
できなかった福島県の１団体をはじ
め、東北地方から計３団体も参加し、
共に素晴らしい歌声を届けました。

　第31回ベートーヴェン「第九」交響曲演奏会が６月３日、市文化会館で開催され、
鳴門「第九」を歌う会をはじめ、全日本「第九を歌う会」連合会に加盟する44団体604
人が心を一つに歓喜の歌声を響かせました。

　翌６月４日には、大塚国際美術館
のシスティーナ・ホールで特別講演

「美術館でなるとの第九」が開かれ、
220人の歌声が荘厳なホール全体を
包み込みました。
　演奏会では、米国の音楽家が作詞
作曲した鎮魂歌「Fukushima Req−
uiem ～日本東北の人々に捧げる～」
を日本で初めて披露。集まった聴衆
は復興への思いを胸に聴き入ってい
ました。

「N＊CAP！フラワー」参加児童がツアーへご案内
　５月27日、大塚国際美術館でN＊CAPが開催され、約50
人の子どもたちが参加しました。この日の目玉であるツアー
に案内する場面では、子どもたち自身がガイドツアーの内容
を作成し、王子や宇宙人、音楽家などに扮した学生スタッフ
にさまざまな絵画を説明して回りました。
　今年度、第１回目の開催となる今回は、初めて参加する子
どもたちが絵画を身近に感じ親しみが持てるよう、絵画鑑賞
を中心にプログラムが企画されました。
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◆対戦結果
鳴門市61.7％（38,212人）
逗子市51.3％（31,157人）

チャレンジデー2012
　　　　　  逗子市に 勝利

～このイベントをきっかけに、日常生活に運動やスポーツ
　 を継続的に取り入れ、健康的な心と体を養いましょう！～

３
万
８
千
人
が
汗
を
流
す

目
標
を
達
成

■平井逗子市長による鳴門市旗の掲揚 ■シーカヤック

■写真上：ディスコ ■写真下：スクェアダンス

■市長や大塚製薬陸上競技部と一緒に走ろう！ ■ハワイアンフラエクササイズ

■ラジオ体操

　
５
月
30
日（
水
）、「
ス
ポ
ー
ツ
の
力

で
日
本
を
元
気
に
！
」を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
開
催
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
２
」。

今
年
で
３
回
目
の
参
加
と
な
る
鳴
門

市
は
、
初
参
加
の
神
奈
川
県
逗
子
市

と
対
戦
し
、
運
動
参
加
率
を
競
い
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
朝
早
く
か
ら
市
内
各
地

で
ラ
ジ
オ
体
操
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど

を
は
じ
め
と
す
る
37
の
イ
ベ
ン
ト
が

催
さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の

た
く
さ
ん
の
方
や
、
支
援
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団 

小

野
清
子
理
事
長
ら
が
気
持
ち
の
い
い

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
参
加
率
は
昨
年
よ
り
も
５
・
４

％
ア
ッ
プ
し
、
目
標
と
し
て
い
た

60
％
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、

通
算
成
績
は
２
戦
２
勝
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
ル
ー
ル
に
よ
り
５

月
31
日
か
ら
１
週
間
、
勝
利
し
た

鳴
門
市
の
市
旗
が
逗
子
市
庁
舎
の

ポ
ー
ル
に
掲
揚
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の

多
数
の
ご
参
加
、
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

問
市
教
育
委
員
会

体
育
振
興
室

☎
６
８
６・８
８
０
４
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2012年（
平

成
24年

）７
月

１
日

発
行

　
通

巻
735号

編
集・発

行
　

鳴
門

市
秘

書
広

報
課

鳴
門

市
撫

養
町

南
浜

字
東

浜
170　

☎
 088-684-1118

市
民

の
う

ご
き

＝
 ５

月
31日

現
在

世
帯

数
 

26,063 世
帯

 （
前

月
よ

り
 

7世
帯

減
 ） 

出
生

 
48人

 
死

亡
 

71人
人

　
口

 
61,759 人

 （
前

月
よ

り
 30 人

 減
 ） 

転
入

 
117人

 
転

出
 

124人

　
福
永
家
住
宅
は
、
文
政
11
年
～
天

保
４
年（
１
８
２
８
年
～
１
８
３
３

年
）の
間
に
建
て
ら
れ
た
製
塩
家
の

民
家
で
、
入
り
浜
塩
田
と
製
塩
作
業

場
・
居
宅
が
一
帯
と
な
っ
て
残
る
製

塩
施
設
と
し
て
は
全
国
唯
一
の
も
の

で
す
。
昭
和
51
年
に
は
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
、
平
成
24
年
４
月

に
、
所
有
者
の
福
永
様
よ
り
主
屋
な

ど
４
棟
が
市
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
一
般
公
開
は
、
各
建
物
を

公
開
し
、
鳴
門
の
塩
づ
く
り
の
歴
史

を
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
に
実
施
し
ま
す
。
当
日

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る

建
物
の
解
説
や
塩
業
に
関
す
る
写
真

パ
ネ
ル
や
人
形
の
展
示
、
地
元
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る「
鳴
ち
ゅ
る
う
ど

ん
」の
お
接
待
、
市
内
の
地
場
産
品

や
野
菜
な
ど
の
販
売
を
行
い
ま
す
。

【
開
催
日
時
】７
月
15
日（
日
）午
前
10

時
～
午
後
３
時　
※
雨
天
中
止

【
場
　
　
所
】鳴
門
市
鳴
門
町
高
島
字

浜
中
１
５
０　
重
要
文
化
財
福
永
家

住
宅
・
塩
田
公
園

【
イ
ベ
ン
ト
内
容
】　

①
な
る
と
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
会
会
員
に
よ
る
解
説

②
製
塩
作
業
風
景
を
再
現
し
た「
浜

作
業
人
形
」の
展
示

③
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る「
鳴
ち

ゅ
る
う
ど
ん
」の
お
接
待（
３
０
０
食
）

※
午
前
11
時
30
分
～　

④
地
場
産
品
や
生
鮮
食
品
の
産
直
市

⑤「
鳴
門
の
塩
」計
量
体
験
コ
ー
ナ
ー

⑥
塩
づ
く
り
の
疑
問
に
答
え
る
質
問

コ
ー
ナ
ー

問 

市
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
人
権
課

☎
６
８
６・８
８
０
７

７月15日（日）午前10時～
重要文化財 福永家住宅を一般公開

ボランティアガイドによる説明の模様

※本誌はカラーユニバーサルデザインに配慮し作成しています。

浜作業人形

Ⓟ
Ⓟ

コンビニ

鳴門西小

小鳴門大橋

福永家住宅

鳴門ウチノ海総合公園

文

福永家位置図
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